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ニカルインフォメーション

このマークの付いた作業は、車体の
反対側からも行う必要があります。

指示がない限り、パーツの取り付けは
外し作業の逆の手順で行なってくだ
。

または " 左 " と書いてある場合、ライ
が車両に乗った状態から見ての左右
します。

- 注意 - 一般的注意事項

ジンを起動させる前に本マニュアル、
" 安全運転 " の章をよく読んでくださ

ダーおよび第三者の安全は、ライダー
応の素早さや機敏さだけでなく、車体
の理解、車両の整備状態、また安全運
ための基本的知識などにより確保さ
す。 路上を安全、かつ適確に走行する
には、車両によく慣れる事が必要で

： それぞれの種類に合った電球を
しておいて下さい ( テクニカルデータ
)。
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安全に関するお知らせ

本マニュアル中使用されている以下の
メッセージ表示は、それぞれ次のようなこ
とを表します：

安全に関する警告のマークです。
このマークが車体もしくはマニュ
アルに記載されている場合には、傷

害の危険がありますので注意してくださ
い。 このマークのあとに記されている事項
を遵守しないと、本人、第三者および車体
の危険を招く恐れがあります。 

重大な傷害もしくは死亡の危険性がある
ことを表します。

軽度の傷害もしくは車体への損傷の危険
性があることを表します。

重要： 本マニュアル中の " 重要 " とい
う用語は、大切なインフォメーションや使
用上の注意のはじめに記されています。
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明文中に出てくるシンボルは以下の意
を示します。

オプションパーツ

各国向け仕様：

イタリア シンガポール

イギリス スロベニア

オーストリ イスラエル

ポルトガル 韓国

フィンラン マレーシア

ベルギー チリ

ドイツ クロアチア

フランス オーストラリア

スペイン アメリカ

ギリシャ ブラジル

オランダ 南アフリカ共和
国

スイス ニュージーラン

デンマーク カナダ

日本

RS50-J.book  Page 3  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
重要： このマニュアルは車体構成の一
部分とみなされ、売却の際にも必要です。

aprilia は情報の正確さ、最新情報に関し
て最大限の注意を払い、このマニュアルを
作成しました。 最新情報と正確なデータに
最大限の注意を払いこのマニュアルを作
成していますが、デザインやモデル改良が
常に行われるため、購入された車両との多
少の違いが有る場合があります。 
本マニュアルに記載されている情報に関
する詳細や疑問は最寄の aprilia 社オフィ
シャルディーラーにお問い合わせくださ
い。

このマニュアルでは詳しく記述していな
い点検や修理、 aprilia オリジナルパーツ、
アクセサリーパーツ、その他の製品の購入
に関してはもちろん、技術的アドバイスに
ついてもaprilia正規ディーラーにご相談く
ださい。 
aprilia 社の製品をお選びいただき、まこと
にありがとうございます。
当社車両でお客様が快適なライディング
ができるよう心がけております。

このマニュアルの電子記憶、複製、流用に
対しては、全面的・部分的に関わらず、ま
たその媒体、国籍を問わず、当社が権利を
保有しています。

重要： 使用する国によっては公害防
止、防音規制のために定期的検査が行う必
要があります。

定期的検査が行われる国で車両をお使い
の方は：

- その国の規制に適応した部品と交換する
為、aprilia 社オフィシャルディーラー ま
でお問い合わせ下さい。

- 定められた定期検査を行ってください。

重要： 車両購入後、「スペアパーツ識別
ラベル」に記載された車体識別データを下
表に記入してください。 ラベルはフレーム
右側上部パイプについています。読み取る
には、中央フェアリングを取り外す必要が
あります、52 ぺージ ( ライダーシートの取
り外し )、53 ぺージ ( サイドフェアリング
の取り外し ) 参照。

識別データは次のとおりです：

- YEAR = 製造年 (Y, 1, 2, ...)
- I.M. = 修正コード (A, B, C, ...)
- COUNTRY　CODES = 承認を受けている

国 (I, UK, A, ...)
ご使用のモデルに合ったスペアパーツや
アクセサリーを購入するにはこれらの
データを aprilia 社オフィシャルディー
ラーにお知らせください。

説
味
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上事故のほとんどは運転手の経験不足
原因です。

両を絶対初心者に貸さないでください。
す場合は運転するための必要書類、およ
資格を全て保持している事を確かめて
ださい。

RS50-J.book  Page 6  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
6 取り扱い＋維持管理ブック RS 50

基本安全ルール

乗物を運転するためには、法律によって定
められた必要条件全てを所持することが
必要です ( 運転免許証、年齢、精神的・身
体的能力、保険証、車両登録証、納税証明、
ナンバープレートその他 )。

まずは交通量の少ないところ、または私有
地などを利用し、車両になれるようにしま
しょう。

医薬品、アルコール、麻薬、精神安定剤な
どの服用は交通事故を起こす原因となり
ます。

精神的、体力的に運転できる状態か、睡眠
を十分に取ったかなどを自分で確認する
ようにしましょう。

路
が

車
貸
び
く
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運転する時は常にハンドルから手を離さ
ず、両足をステップまたはフットペグに乗
せ、正しい姿勢で運転してください。
運転中は絶対にシートから腰を上げたり、
足を伸ばしたりしないでください。
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国や自治体が定めた道路交通法、交通標識
を守り運転してください。

自分や第三者に危険なハンドルさばき ( 例：
前輪を浮かせる、速度制限を守らない、な
ど ) を避けてください。路面や視界の状態の
確認を常にしてください。

障害物を避けて走行してください。車両損
傷の原因となったり、コントロールを失っ
たりする原因となります。

空気抵抗を減らす目的で、先行車のすぐ後
ろを走行するようなことはしないで下さ
い。



故に巻き込まれ、衝突、車両転倒した場
は、コントロールレバー、パイプ、ワイ
ー、ブレーキシステムなどの重要なパー
が損害を受けていないか確認してくだ
い。

rilia 社オフィシャルディーラー必要な
合は、フレーム、ハンドル、サスペン
ョン、セキュリティー部門などは個人で
十分に点検できないので、aprilia 正規
ィーラーに点検を依頼してください。

クニカルサービスの調整、修理作業を万
に行なうために、どのような不具合も漏
さずお知らせください。

両に損傷があり、安全走行が保証できな
場合は絶対に車両を運転しないでくだ
い。
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運転中に周囲の人や物に気を取られたり、
他の行為 ( 喫煙、飲食、読書など ) をする
ことはやめてください。

潤滑油表で定められた燃料、潤滑油のみを
使用し、定期的に燃料、オイル、冷却液の
レベルチェックを行ってください。

事
合
ヤ
ツ
さ
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服装 

出発前には必ずヘルメットをしっかりと
着用してください。 なお、ヘルメットは保
安基準認定品で、損傷などがなく、形やサ
イズが適したものであり、視界に汚れのな
いことを確認してください。

服装は身体を保護する服を着用してくだ
さい。 転倒した場合でも他のドライバーか
ら見えやすいように、なるべく明るい色、
または反射素材の物がよく、体を十分に保
護するものを選んでください。

服装は身体にぴったりするもので、手首、
足首の部分が締まる形のものをお薦めし
ます。紐、ベルト、ネクタイなどが緩んで
走行中に可動部分に巻き込まれ、運転に支
障を及ぼすことのないよう注意してくだ
さい。
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ポジション、角度を変えたり、ナンバープ
レート、ターンインジケーター、ライト、
警告ホーンなどの色を変えたりしないで
ください。

車体の改造は保証契約を無効にします。

車体の改造、オリジナルパーツの取り外し
は違法な上、車体の安全性を減少させま
す。

車両装備は国や自治体が定めた法律、規則
に従うことを推奨します。

車両本来の仕様を変更したり、性能を向上
させるための改造は絶対にしないでくだ
さい。

他の車両との競争は決してしないでくだ
さい。

道路外での走行を避けてください。

A12
345

ONLY ORIGINALS



を避けるため、付属品がしっかり設置
ていることを常に確かめてください。

容量を超えるような電装パーツの追
電気系統の改造はしないでください。
的負荷が過重になり、車両が突然停止
り、ライト類や警告ホーンの動作に必
電流が不足する危険な事態を招きま

ilia はオリジナルアクセサリーの使用
奨します (apr i l ia  genu ine

essories)。
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転倒の際に危険となるようなものをポ
ケットに入れないでください。

例：キー、ペン、ガラス瓶など、先の尖っ
たもの。( 同乗者についても同様です。)

アクセサリー

車両所有者は付属品の使用と設置、選択な
どのすべてに責任を持ってください。

付属品取り付けの際には、クラクションや
ライトなどを覆ったり、機能を損なわせた
り、サスペンション・ストローク、操縦角
度、車高などの制限を守らなかったり、コ
ントロールを失ったり、コーナリング時の
接地が低くなりすぎたりしないよう注意
してください。

運転操作の邪魔になるようなアクセサ
リーの使用は避けてください。緊急操作の
際の反応時間を遅らせ、事故の原因になり
ます。

大きすぎるフェアリング、フロントガラス
などの設置は高速走行時に空気抵抗が増
し、車体の安定性が減少します。

危険
され

電流
加、
電気
した
要な
す。

apr
を推
acc
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大きいもの、重いもの、危険なものをハン
ドル、マッドガード、フロントフォークな
どに吊り下げないでください。カーブでの
反応が鈍くなる他、操縦性が損なわれま
す。

車体の両脇に重い荷物やヘルメットを掛
けないで下さい。歩行者や障害物にあたっ
て、車体のバランスを失う危険がありま
す。

最大積載重量を越えないようにして下さ
い。

過重になった車両は安定を失い、操縦性も
悪くなります。

アクセサリー等を取り付けた場合、走行時
の特徴が変化しますので、走行速度に注意
して安全運転を心掛けて下さい。

KG!
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部品の配置

称

液タンク
ターパネル
アビューミラー
ニッションスイッチ /ステアリング
ク
テリー
液エキスパンションタンクプラグ

7) 書類／ツールキッ
8) 左パッセンジャー

( クリック式、オー
( 指定された国のみ

9) ドライブチェーン
10) 左フットペグ

( スプリング式、オ

) ギアチェンジレバー
) サイドスタンド ( 自動収納 )
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12 取り

主要

各部名

1) 冷却
2) メー
3) 左リ
4) イグ

ロッ
5) バッ
6) 冷却
ト入れトランク
フットレスト
プン / クローズ ) 
)

ープン )

11
12
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名称

右パッセンジャーフットレスト ( ク
リック式、オープン / クローズ ) ( 指定
された国のみ )
パッセンジャーホールドベルト
ライダーシート
エアクリーナー
リアブレーキオイルタンク

6) 燃料タンクキャ
7) ヒューズケース
8) フロントブレー
9) 右リアビューミ
10) 警告ホーン
11) スパークプラグ
12) アイドリング調

13) リアブレーキポンプ
14) リアブレーキレバー
15) 右フットペグ ( スプリング式、オープ

ン )
16) ミキサーオイルタンク
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各部

1)

2)
3)
4)
5)
5

ップ

キオイルタンク
ラー

整ネジ
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装置とメーター類の配置

称

ニッションスイッチ / ステアリングロック (  -  - )
ーターレバー ( 冷間時用 ) ( )
ンインジケータースイッチ ( )
ホーンボタン ( )
プスイッチ (  - )

DE ボタン
ッチコントロールレバー

ー

)
ッチ (  -  )( 指定された国のみ )

RS50-J.book  Page 14  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
14 取り

操作

各部名

1) イグ
2) スタ
3) ター
4) 警告
5) ラン
6) MO
7) クラ
8) メーターパネル
9) フロントブレーキレバ
10) スロットルグリップ
11) スターターボタン (
12) エンジンストップスイ
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各部名称

1) タコメーター
2) ターンインジケーター表示警告灯 ( ) 緑色
3) ハイビーム警告灯 ( ) ブルー
4) マルチ機能デジタルディスプレイ ( 冷却液温度 - 時計 - バッ

リーテンション - クロノメーター - ミキサーオイルレベル診
( )

灯 ( -) オレンジ
ジション警告灯 ( ) 緑色
 赤色

メーターパネル

7 6 4

3
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テ
断

5) 燃料レベル警告
6) ニュートラルポ
7) 警告ランプ ( )

5

1 2



する前に LED の機能点検を行います。
。

さないで下さい、41 ぺージ ( 慣らし運転 )

します。

で点灯します。

 ( 燃料 ) 参照。

ジンが作動する前にランプ類の機能点検を

ィーラーにご連絡下さい。

灯したままの場合、または走行中に点灯した
ューエルタンク内の液レベルが少ない、また

れば aprilia 社オフィシャルディーラーに
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計器およびインジケーター類 ( 表 )

全てのランプはイグニッションスイッチを " " にするたびに約 2 秒間点灯し、エンジンが作動
この時点で点灯しないランプがある場合は、aprilia 社オフィシャルディーラーにご連絡下さい

項目 機能

タコメーター ( 回転 / 分 rpm)
1 分間のエンジン回転数を表示します。

規定以上のエンジンの出力を出
参照。

ターンインジケーター表示灯 ターンインジケーターが点いている時に点滅します。

ハイビーム表示警告灯 ヘッドランプのハイビームが使用されているときに点灯

燃料レベル警告灯
燃料タンク内のガソリン残量が 2 リットルになった時点

この場合にはすぐに燃料補給をしてください。27 ぺージ

ニュートラルギア表示灯 ギアがニュートラルポジションにある時に点灯します。

エラー警告灯

イグニッションスイッチを " " にする度に点灯し、エン
行います。

ランプが点灯しない場合は、aprilia 社オフィシャルデ

 エンジン始動後もランプが点
場合、ミキサータンクおよびフ

は冷却液温度が上昇しすぎている事を示します。

この場合は、点検またはリキッドの充填を行い、必要であ
連絡して下さい。



取り扱い＋維持管理ブック RS 50 17

たはマイル ) を表示します、表示を変えるに
は、18 ぺージ (マ
ル チ 機 能 コ ン
ピューター) を参
照して下さい。

18 ぺージ ( マルチ機能コン

スプレイ上に 6 段階までのラ
します。

ジンが冷めるまで待ち、冷却

ださい。

 - 237 °F) を超えると、エン
能性があります。 

ます。

点灯した場合、ミキサーオイ
た事を示します。直ちにミキ
オイルタンク ) 参照。

能コンピューター ) 参照。

( マルチ機能コンピューター )

マルチ機能コンピューター )
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マルチ機能

デジタルディス
プレイ 

スピードメーター 
(km/ 時 - MPH)

瞬間走行速度、平均走行速度、最高走行速度 (Km ま
18 ぺージ ( マルチ機能コンピューター ) 参照。

オドメーター
( KM - マイル )

部分的および総走行距離を表示します。

冷却液温度 (°C/°F)

エンジン内の冷却液温度を段階に分けて表示します、
ピューター ) 参照。

温度が危険なゾーンに到達すると (> 105°C)、ディ
ンプおよび警告ランプが点灯し、 アイコンが点滅

この時点でイグニッションキーを“ ”にし、エン
液レベルを点検します、32 ぺージ ( 冷却液 ) 参照。

aprilia 社オフィシャルディーラーにお問い合わせく

冷却液温度が許容値 (114 °C
ジンに重大な損傷を与える可

マルチ機能ディスプレ
イ上ミキサーオイル警
告灯

タンク内の残量が 0.5 リットルになった時点で点灯し

オイルリザーブアイコンが
ルレベルがリザーブに入っ

サーオイルを補充して下さい、31 ぺージ ( ミキサー

時計
設定された時刻を表示します、18 ぺージ ( マルチ機

バッテリー電圧 
バッテリー電圧値をボルトで表示します、18 ぺージ 
参照。

クロノメーター
数回分の測定された時間を表示します、18 ぺージ (
参照。

項目 機能



検の為に、全ての計器が瞬間的に標準値
表示および点灯します。点灯する計器は
の通りです。 
ラームアイコン ( ゾーン A)
間走行速度 ( ゾーン B)
ドメーター / トリップメーター / 時計 /

バッテリー電圧 / クロノメーター ( ゾーン
C) (*)
却液温度 ( ゾーン D)

*) ディスプレイに表示される機能は最後
にキーを抜き取った時点の設定です。

A D

C

B
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マルチ機能コンピューター

コマンド

1)MODE ボタン : 

短く押すと機能が切り替わります。

長く押す（3 秒以上）と調整作業を行いま
す。

イグニッションキーを“ “の位置に回す
とインストルメントパネル上に下記のラ
ンプが 2 秒間点灯します。

- 全てのランプ
- インストルメントパネルランプ
- ディスプレイ上の全ての計器
タコメーター (2) の指針は、振り切れてか
ら元の位置に戻ります。

点
を
次

- ア
- 瞬
- オ

- 冷
(

2



取り扱い＋維持管理ブック RS 50 19

時計

TRIP機能が表示されている状態で、MODE
ボタンを短く押すと、ディスプレイ上に時
計が表示されます。

時刻のセッティング

停車した状態で時計を表示し、MODE ボ
タンを長く押し続けると、時刻調整モード
になります。 ディスプレイには時間を示
す数字が表示されます。MODE ボタンを
押すたびに数が増し、12 の後には 1 に戻
ります。

MODE ボタンを長く押す事により時間を
決定し、分設定に移ります。その際、ディ
スプレイには分数のみが表示されます。
MODE ボタンを押すごとに数が増し、59
の後には 0 に戻ります。

3 秒間ボタンを押さないとセッティングが
終了し、設定された時刻がディスプレイに
表示されます。
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機能

◆ MODE ボタンを押していくと、下記の機
能がディスプレイのCゾーンに順に表示
されます。

- オドメーター (ODO)
- トリップメーター (TRIP)
- 時計
- バッテリー電圧
- LAP　TIMER( クロノメーター )

オドメーター (ODO)
総走行距離がディスプレイに表示されま
す。

数値をリセットをする事は出来ません。

トリップメーター (TRIP)
ODO機能が表示されている状態で、MODE
ボタンを短く押すと、ディスプレイ上に部
分的走行距離が表示されます。

TRIP の数値が表示されている状態で、
MODE ボタンを長く押すと、数値がリセッ
トされます。



回分の測定値が記録された時点で、ディ
プレイ上に FULL と表示され、新しい数
を記録する事が出来ません。

ッテリーを外すと、記録されているタイ
は抹消されます。
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クロノメーター

時計機能が表示されている状態で、MODE
ボタンを短く押すと、ディスプレイ上にク
ロノメーターが表示されます。 MODEボタ
ンを長く押すと、走行中にはタイム測定
モードになり、停車時には測定したタイム
を表示します。

タイムの測定

クロノメーターは、走行中に MODE ボタ
ンを短く押す事によってスタートします。
一度目にボタンを押した時点でクロノ
メーターがスタートします。10 秒以内にボ
タンを押すと、その時点でリセットされ、
また 0 からスタートします。 その後、10 秒
を過ぎてからボタンを押すと、そのタイム
が記録され、その時点から次の測定がス
タートします。 その際、記録されたタイム
が 10 秒間表示され、その後ディスプレイ
は測定中のタイム表示に戻ります。

MODE ボタンを長く押す事により測定が
ストップし、ディスプレイには最後に測定
した数値が表示され、前に記載されている
元の機能表示に戻ります。

19
ス
値

バ
ム
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バッテリー電圧

時計機能が表示されている状態で、MODE
ボタンを短く押すと、ディスプレイ上に
バッテリーアイコンと充電状態が表示さ
れます。

システムが電圧に異常を感知すると
(10~16 ボルト以外 )、ディスプレイ上に

“アイコンが点滅します。
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測定タイムの表示

停車状態でクロノメーター機能にすると、
測定したタイムを表示する事が出来ます。

ディスプレイ中央部の走行速度を表示す
る部位に、LAP 数が表示され、その下部に
タイムが表示されます。

車両を始動させるか、MODE ボタンを長く
押す事により、クロノメーター表示機能か
ら出る事ができます。

タイムの削除

ODO 機能が表示されている状態で MODE
ボタンを長く押すと、記録されている全て
のタイムが削除されます。

“
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定期点検時期警告灯

定期点検を必要とする走行距離が近づく
と、ディスプレイ上に 5 秒間レンチの形を
したアイコンが点滅します。

規定の距離に到達すると、アイコンは点灯
したままになります。

初回：1000 km (625 mi) 走行後

以降は 5000 km (3106.8 mi) 走行ごと

プログラムされたメンテナンスを aprilia
オフィシャルディーラーおよびサービス
センターに依頼して行った後、この表示は
消去します。

表示単位の選択 (KM またはマイル )
バッテリーが取り付けられた状態で、キー
を“ “の位置にし、MODE ボタンを 10
秒以上押し続けると、オドメーターおよび
タコメーターの表示が KMまたはマイルに
変わります。

ボタンを押した最初の5秒間はインストル
メントパネルに何も表示されませんが、そ
の後現在設定されている単位が点滅表示
されます。 MODE ボタンを 10 秒以内に放
すと、現在設定されている単位が使用され
ます。
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( )
が鳴ります。

タースイッチ ( )
ッチを左にずらし、右に出すにはスイッチ
。 ターンインジケーターを停止するにはこ
ます。

 - )
の時、パーキングランプ、インストルメン
ロービームは常に点灯しています。
の時は、ハイビームが点灯しています。

灯はエンジンを切ると共に起こります。

ューターのデータを表示、または変更しま

( エンジン冷間時 )( )
に回し、冷間時のエンジンスターター機能

ップさせるには、レバー“ ”を元の位置
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主要操作装置

重要： インジケーター、ライト等の電装パーツはイグニッ
ションキーが " " の位置にないと機能しません。

ランプ類はエンジンが作動しているときに機能します。

左側ハンドルグリップ

1) 警告ホーンボタン
押すと警告ホーン

2) ターンインジケー
左に出すにはスイ
を右にずらします
のスイッチを押し

3) ランプスイッチ (
“ ” ポジション
トパネルランプ、
“ ”ポジション

重要： ライトの消

4) MODE ボタン
マルチ機能コンピ
す。

5) スターターレバー
レバー“ ”を下
に入ります。
スターターをスト
に戻します。
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右側ハンドルグリップ

1) エンジンストップスイッチ (  - )
( 指定された国のみ )

走行中には絶対にこのエンジンストップスイッチ “ - ” を操
作しないでください。

このスイッチは安全のため、または緊急時に使用します。
スイッチを“ ”位置で長く押すと、エンジンを始動する事
が出来ます。“ ”位置で押すと、エンジンは止まります。

エンジンを止めた状態でイグニッションスイッチが “ ” の位
置にあるとバッテリーが放電する恐れかあります。
車両を停止し、エンジンを切った後、 スイッチを“ ” の位置に
してください。 

2) スターターボタン ( )
“ ”ボタンを押すと、スターターモーターがエンジンを回転
させます。始動の手順は 36 ぺージ ( エンジンの始動 ) を参照
して下さい。
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位置 機能 キーの抜き取り

ステアリン
グロック

ステアリング
がロックされ
ています。 エ
ンジン作動お
よび、ライト
をつけること
は 出 来 ま せ
ん。

キー抜取り可
能。

エンジン作動
および、ライ
トをつけるこ
とは出来ませ
ん。

キー抜取り可
能。

エンジン作動
および、ライ
トをつけるこ
と が 可 能 で
す。

キー抜取り不可
能。
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イグニッションスイッチ

イグニッションスイッチ (1) は両ハンドル
バーの中央部に位置しています。

重要： キーはイグニッション/ステアリ
ングロックスイッチ、フューエルタンク
フィラープラグロック、シートロックを
ON にします納車時には合計 2 本のきーが
装備されています。(1 本はスペア )

ステアリングロック

走行中に絶対キーを“ ”位置にしないで
下さい。車両のコントロールを失う危険が
あります。

機能

ステアリングロックは次の手順で行なっ
てください :

◆ ハンドルを左側(または右側)いっぱいに
切っておきます。

◆ キーを“ ”位置に回します。
◆ キーぞ押しながら“ ”位置まで回しま
す。

◆ キーを引き抜きます。
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補助装備

書類／ツールキット入れトランク

書類 / ツールキット入れトランクはライ
ダーシート下部にあり、開けるには：
◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

ツールキット (1) の内容は以下のとおりで
す：
- 六角レンチ 3 mm、4 mm、5 mm
- ダブルフォークレンチ 10-11 mm
- スパークプラグ用ボックスレンチ

21-22 mm 
- アレンレンチ 3 mm
- スパークプラグ用ボックスレンチ
- プラスドライバー
- マイナス / プラスドライバー
- ボックスレンチ用湾曲ピン
- 収納用ケース

最大載積重量：　 1,5 kg

専用ツール

下記の作業については、専用ツールを使用
してください (aprilia 社オフィシャル
ディーラーにご連絡下さい )

ツール 作業 ページ

リアサポート
スタンド用サ
ポートピン (1)

リアスタンドを使用
しての車両の配置 43

リアサポート
スタンド (2) 

リアホイールの取り
外し。

チェーン張力の調整。

48
50

フ ロ ン ト サ
ポートスタン
ド (3) 

フロントホイールの
取り外し。 46
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ギアボックスオイル

ギアオイルを定期管理表、44 ページおよび
49ページ (ギアオイルレベルの点検および
補充 ) を参照して点検します。

ギアオイルを定期管理表、44 ページおよび
50 ページ ( ギアボックスオイルの交換 ) を
参照して交換します。

重要： 高品質のオイルを正しい濃度で
使用してください、71 ぺージ ( 指定油脂類
表 ) 参照。

オイルに毎日触れたり、長い間使用したり
すると、肌に危害をきたす恐れがありま
す。 
使用後は、必ず手をよく洗って下さい。

環境汚染を防ぐために、オイルを定められ
た場所以外に放置しないで下さい。
交換した尾オイルは密閉容器に保管し、購
入元もしくは回収業者に引き取ってもら
う事をお勧めします。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。
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主要部品

燃料

エンジン内で燃焼される燃料は、非常に燃
えやすく、危険な状況下では爆発の恐れも
あります。 燃料補給やメンテナンスは換気
のよい場所でエンジンを止めた状態で行
なってください。 火災や爆発を避けるた
め、補給の間など燃料の蒸気の近くで喫煙
したり、炎、火花、その他、あらゆる高熱
物を燃料に近づけたりしないで下さい。 
また、給油の際には注入口から燃料をこぼ
さないように注意してください。こぼれた
燃料が熱いエンジン外壁に触れると引火
する危険があります。 
万一燃料が少しでもこぼれた場合には、エ
ンジンを始動させる前にその部分を完全
に乾かしてください。
燃料は暑さや太陽熱で膨張します。
決してタンクから溢れそうなほど一杯に
は入れないでください。 
補給後は、キャップをしっかり閉めてくだ
さい。 ホースを使用して、燃料を他の容器
に移すときなども、口に含んだり、肌に触
れたり、蒸気を吸ったりすることを避けて
ください。

環境汚染を防ぐために、燃料を所定の場所
以外に放置しないで下さい。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

燃料は DIN 51 607 に基づいた最低オクタ
ン価95 (N.O.R.M.) 及び85(N.O.M.M.)の無
鉛ガソリンのみ使用してください。

燃料タンク容量
( リザーブを含む ): 13 リットル

リザーブ : 2 リットル ( メカニカルリザー
ブ )
燃料補給は次の手順で行なってください：
◆ キー(1)をフィラーキャップ (2)ロックに
挿し込みます。

◆ キーを時計回りに回してから引き、
キャップを開きます。



スクブレーキ

ーキは、安全を守る主機能です。常に
なコンディションで管理し、出発の前
ェックを怠らないようにして下さい。

ーキ液は一年に一度 aprilia 社オフィ
ルディーラーに依頼して交換しなけ
なりません。

油脂類表で指定されているていぷの
を使用してください、71 ぺージ ( 指定
類表 ) 参照。

車両は水圧式のフロントおよびリア
スクブレーキを装備しています。 
ーキパッドが摩耗すると、摩耗した分
うためにブレーキ液が減ります。

ントブレーキ液タンクは右ハンドル
のフロントブレーキレバー接続部に
ます。

ブレーキ液タンクは上部フェアリン
、車両右側にります。

ク内のブレーキ液レベル、29 ぺージ
ロントブレーキ )、30 ぺージ ( リアブ
キ ) 参照、パッドの磨耗状態、55 ぺー
パッドの磨耗点検 ) を定期的に点検し
。
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ブレーキオイル - 注意事項

重要： この車両は水圧式のフロントお
よびリア別々のブレーキディスクを装備
しています。
下記の説明は一つのブレーキ系統につい
てですが、内容はフロント、リア共に共通
です。

ブレーキレバーの突然の抵抗やクリアラ
ンスは、水圧回路システムに問題がありま
す。
ブレーキシステムに問題があるときや通
常のコントロールができない場合は、
aprilia 社オフィシャルディーラーに連絡
して下さい。

特にメンテナンスまたは点検後、ブレーキ
ディスクが油などで汚れていないかを注
意して点検してください。
また、ブレーキケーブルが捩じれたり、損
傷がないか点検してください。
油圧系統に水や埃が混入しないように注
意してください。

油圧系統のメンテナンスをする際はゴム
手袋の着用をお薦めします。

ブレーキ液が皮膚に付いたり、目に入った
りすると激しい炎症を起こすことがあり
ます。 
その場合は、液体と接触した部分をよく洗
い、目に入ってしまった場合には直ちに眼
科医または医師に連絡して下さい。

環境汚染を防ぐために、所定の場所以外に
液を放置しないでください。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

ブレーキ液を使用する際、プラスチックお
よび塗装部分を損傷しますので、こぼさな
いようよく注意して下さい。
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レーキパッドを交換する際に、液体がこ
れる心配をなくすため、古いパッドのま
の時には“MIN”以上に補充しないで下
い。

要： ブレーキ液タンクの縁が地面と
行な状態で、レンズ (2) が完全に隠れる
で補充すると MAX レベルです。

ブレーキ液でタンクのレンズが完全に
隠れるまで補充します、71 ぺージ ( 指定
油脂類表 ) 参照。
オイルシール (5) を元の位置に正しく配
置します。
カバー (4) を取り付けます。
2 本のねじ (3) を締め付けます。

レーキの効き具合を点検してください。
要な場合は aprilia 社オフィシャル
ィーラーに連絡してください。

レーキレバーの作動範囲が大きかった
、制御力が落ちたり、回路内にエアがあ
場合などは、エア抜き作業が必要な場合
ありますので、aprilia 社オフィシャル
ィーラーにご連絡下さい。
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フロントブレーキ

ブレーキオイルの点検

重要： 車両を床が安定していて平らな
場所に停車します。

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ ハンドルを左に回し、ブレーキ液タンク
内の液体がリザーバー (1) の縁に平行に
なるようにします。

◆ 液面がレンズ (2) より上であることを確
認します。 

◆ もし、液面がレンズ (2)より完全に上にな
い場合は補充します。

補給

ブレーキ液がタンクから溢れ出す危険が
あります。 ネジ (3) がゆるんだ状態、また
はブレーキ液タンクカバーが取り外され
ている状態で、ブレーキレバーを絶対に引
かないで下さい。

◆ 2 本のネジ (3) を取り外します。
◆ カバー (4) を外します。

重要： オイルがこぼれないよう、補充
中はオイル液面とタンクの縁が平行にな
る位置を保つようにしてください。

ブレーキオイルを長時間空気に触れさせ
ないよう注意してください。
ブレーキオイルには吸湿性があり、空気に
触れると湿気を含んでしまいます。 
補充のため必要な場合にのみ、タンク
キャップを開けるようにしてください。

◆ オイルシール (5) を取り外します。

補充する際、液体レベルは“MIN”超えな
ければなりません。
“MIN” レベル以上に充填するのはブレー
キパッドが新品の場合のみにしてくださ
い。 

ブレーキオイル液面はブレーキパッドの
摩耗につれて徐々に下がってきます。
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イルシール (3) を取り外します。
ポイトを使用して、タンク (1)にブレー
液を、71 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照、

MIN”～ “MAX”間まで補充します。

AX” レベルまで充填するのはブレーキ
ドが新品の場合のみにしてください。
ーキオイル液面はブレーキパッドの
につれて徐々に下がってきます。
ーキパッドを交換する際に、液体がこ
る心配をなくすため、古いパッドのま
時には“MAX”までに補充しないで下
。

品の取り付けは取り外し作業の逆の
順で行って下さい。

ーキの効き具合を点検してください。
な場合は aprilia 社オフィシャル
ーラーに連絡してください。

ーキレバーの作動範囲が大きかった
制御力が落ちたり、回路内にエアがあ
合などは、エア抜き作業が必要な場合
りますので、aprilia 社オフィシャル
ーラーにご連絡下さい。
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リアブレーキ

ブレーキオイルの点検

車両を床が安定していて平らな場所に停
車します。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 車両を垂直に配置し、タンク (1)内の液面
がキャップ (2) と平行になるようにしま
す。

◆ タンク内のオイル液面が "MIN" マークよ
り上にあることを確認します。

◆ 液面が "MIN" マークに達していない場合
は補充してください。

補給

ブレーキ液がタンクから溢れ出す危険が
あります。 タンクキャップを緩んだり外し
たりした状態では、決してリアブレーキレ
バーを操作しないでください。

◆ キャップ (2) を回して取り外します。

ブレーキオイルを長時間空気に触れさせ
ないよう注意してください。 
ブレーキオイルには吸湿性があり、空気に
触れると湿気を含んでしまいます。 
補充のため必要な場合にのみ、タンク
キャップを開けるようにしてください。

重要： オイルをこぼさないよう、補充
中はオイル液面とタンクの縁が平行 ( 水平
位置 ) を保つようにしてください。
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クラッチの調整

エンジンが止まってしまう、クラッチが入
れてギアが入っている状態で前に進む、ま
たはエンジン回転数に対して加速が遅く
クラッチがすべる場合にクラッチの調整
を行います。

大きな調整でなければ、アジャスター (1)
で調整する事ができます。

◆ 保護ラバー (2) をずらします。
◆ クラッチレバー端部の遊びが 10~15mm
になる ( 図参照 ) までアジャスター(1) を
回します (1)。

◆ クラッチレバー端部の遊びを点検しま
す。

◆ 保護ラバー (2) を元どおりかぶせます。
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ミキサーオイルタンク

ミキサーオイルタンクを定期管理表、44
ページに従い補充します。

この車両には、オイルとガソリンをミッ
クスする為の個別のミキサーが装備され
ています。エンジンを潤滑するには、71
ぺージ ( 指定油脂類表 ) を参照します。
ミキサーオイルがリザーブに入ると

“ ”警告灯および警告ランプがインス
トルメントパネル上に点灯します、15
ぺージ ( メーターパネル ) 参照。

ミキサーオイルを使用しないでの走行は
エンジンに重度の損傷を与えます。

ミキサーオイルが無くなった場合やミキ
サーオイルパイプが外れてしまった場合
には aprilia 社オフィシャルディーラーに
連絡して下さい。

ミキサーオイルシステムに入った空気に
よってエンジンが重度の損傷を受けるた
め、この作業は必然です。

ミキサーオイルを補充するには :

◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

◆ キャップ（1）を外します。
タンク容量 : 1.5リットル
リザーブ :0,5リットル

使用後は、必ず手をよく洗って下さい。環
境汚染を防ぐために、オイルを定められた
場所以外に放置しないで下さい。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。



液は水 50％と不凍液 50％で作られて
す。

混合率の冷却液は通常の使用温度範
おいて最適であり、また防錆効果も良
す。

混合率の冷却液は蒸発による減少が
く、したがって補充回数も少なくてす
すので、夏季も含めて一年中この混合
維持するようお薦めします。 

、蒸発によってラジエーターの中に残
ネラル結晶の発生も少なくなるため、
系統の性能を効率良く維持すること
きます。

温が 0? 以下になる場合は頻繁に冷却
の点検を行なってください。必要なら
凍液の混合率を (最大 60% まで )上げ
かまいません。

ジンに損傷を与えないよう、冷却液の
蒸留水のみ使用してください。

時には冷却液に圧力が掛かっていま
で、エンジン暖機時はキャップ (1) を
ないで下さい。
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適切な調整が行えない場合、またはクラッ
チ機能に異常がある場合には aprilia 社オ
フィシャルディーラーに連絡して下さい。

重要： クラッチケーブルの状態を点検
します。潰されていたり、磨耗していない
かを点検します。

◆ 早期磨耗などを避けるため、クラッチ
ケーブルを定期的に潤滑します、71 ぺー
ジ ( 指定油脂類表 ) 参照。

冷却液

冷却液が規定最低レベル以下の場合には
車両を使用しないで下さい。

冷却液レベルを点検し、定期管理表、44
ページを参照して交換します。

冷却液は有毒ですので決して飲み込まな
いでください。
また、皮膚に付いたり目に入ったりすると
炎症の原因になります。 

冷却液が皮膚に付いたり、眼に入ったりし
た時は、流水で充分に洗い落とし医師の診
察を受けてください。 誤って飲み込んだ場
合には吐き出してから喉、口を水で充分に
洗浄し、直ちに医師の診察を受けてくださ
い。

環境汚染を防ぐために、所定の場所以外に
液を放置しないでください。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

熱くなっているエンジンに冷却液をこぼ
さないよう注意してください。目にみえな
い炎を発し火災の原因になります。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。

交換は aprilia 社オフィシャルディーラー
に連絡してください。
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イヤ

の車両は、チューブレスタイプのタイヤ
装備しています。

期的に室温でタイヤの空気圧を調べま
。 68 ぺージ ( テクニカルデータ ) 参照。

イヤが熱い時には正確な測定はできませ
。
距離走行前と後には必ずチェックを行
ってください。

気圧が高すぎると、通路の起伏に対処で
ずハンドルを取られたり、クッションが
くなったりし、カーブでの路面保持性も
くなります。 

た逆に空気圧が低すぎると、タイヤの側
に負荷がかかり、リムから外れたり、浮
上がったりして車両のコントロールを
う危険があります。

に急ブレーキの際にはリムから外れる危
もあります。 
らに、カーブでは車体の横滑りを起こし
すくなります。 

イヤの状態が悪いと路面グリップ力や操
性を損ないますので、タイヤの接地面や
面の状態、および摩耗を常に点検してく
さい。 
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点検と補充

冷却液の点検や補充はエンジンが冷えて
いる時に行なってください。

◆ エンジンを停止し、冷めるまで待ちま
す。

重要： 車両を床が安定していて平らな
場所に停車します。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 両輪を地面に着けたまま車体を垂直に
保持します。

◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

◆ 燃料タンクを移動させます、54 ぺージ (
燃料タンクの移動 ) 参照。

◆ キャップ (1) を取らないで､まず緩める
( 時計と反対方向に 2 回転 )。

◆ 中の圧力が抜けるまで数秒待ちます。
◆ キャップ (1) を回して取り外します。

冷却液は有毒ですので決して飲み込まな
いでください。
また、皮膚に付いたり目に入ったりすると
炎症の原因になります。 

冷却液があるかを調べる為に、指や物を挿
入しないで下さい。

そうでない場合は：

◆ 燃料タンクの直径が小さくなるレベル
まで冷却液を補充します、71 ぺージ ( 指
定油脂類表 ) 参照。 ただしこのマークを
超えないよう注意してください。エンジ
ン作動中に冷却液がタンクから溢れ出
す危険があります。

◆ キャップ (1) を取り付けます。

冷却液の減りかたが激しかったり、エキス
パンションタンクが空になったりする場
合は、冷却液の回路に液漏れがないか点検
してください。 
修理は aprilia 社オフィシャルディーラー
に依頼してください。

タ

こ
を

定
す

タ
ん
長
な

空
き
悪
な

ま
面
き
失

特
険
さ
や

タ
縦
側
だ



サイレンサー

バージョンのサイレンサーを搭載し
両を枯葉などが多い場所、子供が多い
などに駐車しないで下さい。使用後す
マフラーはとても高温になりますの
冷めるまでの間の保管に最大の注意を
て下さい。

システムに損傷を与えないよう、無鉛
リンのみ使用してください。

RS50-J.book  Page 34  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
34 取り扱い＋維持管理ブック RS 50

全体が磨耗していたり、トレッドに 5mm 以
上の亀裂があるような場合はタイヤの交換
を依頼してください。
タイヤの修理を受けた後は必ずホイールバ
ランスの点検を受けて下さい。
当社指定サイズのタイヤを使用してくださ
い。 68 ぺージ ( テクニカルデータ ) 参照。
タイヤの空気が急に抜けたりすることを防
ぐために、エアー注入バルブに、キャップ
がついているかチェックしてください。 交
換作業、修復、維持管理、バランスを取る
作業は、とても重要です。これらのメンテ
ナンスを確実に行うには、十分な装備、知
識、経験が必要とされますので、 aprilia 社
オフィシャルディーラーまたは、資格およ
び経験を持つタイヤ交換所で行って下さ
い。新しいタイヤには、滑りやすいフィル
ムでカバーされている可能性がありますの
で最初の数キロ間は注意して走行してくだ
さい。 タイヤ表面に不適当な液体やオイル
などを塗らないでください。 
タイヤは古くなると硬化し、たとえ摩耗し
ていなくても路面のグリップ力が落ちま
す。 
このような時には新品と交換してくださ
い。

タイヤ磨耗限度トレッドの深さ

フロント : ........................................ 2 mm
リア : ................................................ 2 mm
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ページ
ーのアイドリング、ブレーキオイ
ます。 
点検します。
液を補充します。

28、29、30

ションでスロットルがスムーズに
できるかを点検します。 必要な場合
滑します。

57

給します。 27、31、49

気の圧力、着用状態、傷があるか 33

ます。必要ならばジョイント部の
調整します。

31

ムーズに回転し、遊びや緩みがな –

バー端部の遊びが 10 ～ 15 mm で
ラッチは引っかかったり、滑ったり

31

ングが常に正常な位置にスタンド

部を潤滑します。

42、 61

いないか点検します。 必要な場合
。

–

51、 52
合は，補給を行なう。 
べます。

66

ムが正常に働くことを調べます。 必
や故障部分を修理します。

62、63、64
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車両使用上の注意

走行を始める前には必ず予備点検を行い、
車両は確実に機能する事を確認して下さ
い、(“走行前の点検”参照 )。 
事前チェックを怠ると、本人以外にも他人
および車両への損傷をきたす可能性があ
ります。

各機能コントロール方法が明瞭でなかっ
たり、疑問があったり、エラー部品を見つ
けたりした場合には、aprilia 社オフィ
シャルディーラーにご連絡下さい。
走行前の点検はライダーの安全のために
とても重要です。短い時間でできますので
必ず実施してください。

走行前の点検

特徴 ブレーキオイルの点検

フロント・リアディスク
ブレーキ

正常に機能するか、レバ
ル漏れの有無などを調べ
ブレーキパッドの摩耗を
必要であれば、ブレーキ

スロットル 全てのステアリングポジ
働くこと、開閉が完全に
は、調節を行なうか、潤

ミキサーオイル / 
ギアオイル

点検後、必要であれば補

ホイール・タイヤ タイヤの表面の状態、空
などをチェックします。

ブレーキレバー スムーズに動くか点検し
潤滑や作動ストロークを

ステアリング 左右の回転が均一で、ス
いことを点検します。

クラッチ クラッチコントロールレ
あるかを点検します。 ク
してはいけません。

サイドスタンド スムーズに動き、スプリ
を戻すかを確認します。
必要な場合はジョイント

固定部品 固定された部分が緩んで
は調整し、締め直します

ドライブチェーン 遊びを点検します。

燃料タンク レベルを調べ、必要な場
つまりや漏れがないか調

ライト、各警告表示、警
笛、各電気システム

ライト、警笛、各システ
要な場合はバルブの交換



ンジンスターターボタン“ ” (3) を加
せずに押し、エンジンが始動したら放
ます。

キサーオイルリザーブランプ“ ”が
灯した場合、ミキサーオイルはリザーブ
入った事を示します。直ちにミキサーオ
ルを補充して下さい、31 ぺージ ( ミキ
ーオイルタンク ) 参照。

ターターモーターを損傷する恐れがあ
ので、エンジン作動中にエンジンスター
ーボタン“ ” (3) を押さないで下さい。
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エンジンの始動

排気中には吸引すると大変危険な一酸化
炭素が含まれています。 閉め切った室内や
換気の悪い場所でエンジンを始動しない
でください。
上記の警告を無視すると、意識の喪失、お
よび窒息死にまで至る可能性があります。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 車両を運転する際の正常な位置にまた
がります。

◆ キー (1) をイグニッションスイッチの
“ ” の位置まで回します。

◆ フロントまたはリア、少なくともどちら
かのブレーキをかけます。

◆ ギアチェンジレバーをニュートラルに
入れます ( 緑のランプ“ ”点灯 )。

◆ エンジンストップスイッチ (2) を“ ” の
位置にします。

◆ ディマースイッチ (4) が“ ”の位置に
あるか確認します。

◆ エンジンスターターボタン“ ” (3) を数
秒間押します。

◆ エンジン冷間時でも始動した場合には、
冷間時の始動用レバー (5) を下に向けて
回します。

重要： バッテリーの消耗を防ぐ為、ス
ターターボタン“ ”を 15 秒以上押し続
けないで下さい。この間にエンジンが始動
しない場合は、10 秒間待ってから再度ス
ターターボタン“ ”を押します。
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エンジンが始動した場合は、

◆ スロットルグリップ (7) を放します。
◆ 冷間時の始動用レバー“ ” (5) を上に向
けてまわします。
アイドリングが一定でない場合は、アク
セルグリップ (7) を数回少しだけ回し様
子を見ます。

エンジンが始動しない場合は。

数秒待ってから、もう一度エンジン始動の
手順を繰り返します。

長期間停止後の始動

車両を長期間使用していなかった場合に
は燃料回路が空になっている可能性があ
りますので、スターターモーターを約 10
秒間回します。
始動する際、ゆっくりとスロットルを回
し、始動作業を行って下さい。
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◆ 発進するまで､少なくとも片方のブレー
キレバーを引き、加速しないでくださ
い。

エンジンが温まらない間に急激な発進を
しないでください。 
汚染物質の排出や無駄な燃料の消耗を防
ぐために、数キロ間は、速度を落として、
工ンジンを温めることに心がけてくださ
い。

エンジンが暖まったら :
◆ 冷間時の始動用レバー“ ” (5) を上に向
けて回します。

エンジンが詰まった状態での始動

上記の手続き通りに始動をしなかった場
合や、キャブレーターおよび燃料吸入シス
テムにガソリンが回りすぎている場合、エ
ンジンが詰まることがあります。

詰まったエンジンを清掃するには：

スロットルグリップ (7) を完全に回した状
態で数秒間スターターボタン“ ” (3) を押
します、( ポジション A)。

エンジン冷却時の始動

気温が低い (0℃前後 )場合にはエンジン始
動が困難な時があります。

その場合は： 

◆ 冷間時の始動用レバー (5) を下に向けて
回します。

◆ スターターボタン“ ” (3)を最低10秒間
押し続け、同時にスロットルグリップ (7)
をゆっくり回します。



ロットルグリップ (1)を放し (ポジショ
A)、エンジンをアイドリングに保ち、
ラッチレバー (2) を完全に入れます。
アチェンジレバー (3) を下に踏み込ん
ギアを 1 速に入れます。
ンジンが始動したら、ブレーキレバー
放します。

ラッチレバーを急激に放すと、エンジン
止まってしまう事があります。

ラッチレバーを放す際、急激な加速をし
いで下さい。クラッチが滑ったり、前輪
持ち上がったりする危険性があります。
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発進と走行

ハンドルの回転やインストルメントパネ
ルの視界の邪魔になりますので、フェアリ
ング内部 ( ハンドルとインストルメントパ
ネルの間 ) に物を置かないで下さい。

重要： 発進の前に、「安全運転のため
に」の章をよく読んでください、5 ページ
( 安全運転のために ) 参照。

パッセンジャーを乗せての運転は許可さ
れている国でのみ可能です。

パッセンジャーがいない場合は、パッセン
ジャー用フットレストが閉じていること
を確認してください。
また運転中は常に両手でハンドルをしっ
かり握り、両足はフットレストに乗せてお
いてください。

決して変則的な姿勢で運転しないでくだ
さい。

パッセンジャーが乗る場合には、運転中に
ライダーのハンドル操作を妨げないよう
に注意を促してください。

発進の方法： 
◆ リアビューミラーの向きを正しく調整
します。

停止した状態でリアビューミラーの使用
法に慣れてください。 ミラーの表面は凸面
になっているため、対象物までの距離が実
際よりも遠く見えます。 " 広角視界 " のこ
のミラーに慣れてないと、後方の車両との
車間距離を測るのが難しくなります。

◆ 最初の数キロ間は低速で走行しエンジ
ンを温めるようにしてください。
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ギアの「シフトダウン」は以下のような場
合に必要です：

◆ 下り坂の走行やブレーキをかける際に、
エンジンブレーキを併用することで制
動効果をより高めたい時。

◆ 上り坂の走行で、現在のギアポジション
が走行速度に適切でなく ( ギアポジショ
ンに対して走行速度が低すぎる )、エン
ジン回転数が落ち始めた時。

シフトダウンは一段ずつ行ってください。
同時に数段「シフトダウン」すると、最大
許容回転数を超える「オーバーレブ」の原
因となります。
シフトダウン」の前および「シフトダウ
ン」中は、スロットルグリップを戻し速度
を落としてください。最大許容回転数を超
える「オーバーレブ」の原因となります。

シフトダウン」 は次の手順で行ないます：

◆ スロットルグリップ (1)を戻します (Aの
位置 )。

◆ 必要であれば、ブレーキレバーをゆっく
り引き、車両スピードを落とします。

◆ クラッチレバー (2) を引き、ギアチェン
ジレバー (3) を下げてシフトダウンしま
す。

◆ ブレーキをかけていた場合は、ブレーキ
を解除します。

◆ クラッチレバーを戻してからゆっくり
と加速します。
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◆ クラッチレバー (2) をゆっくり放し、同
時にスロットルグリップ (1) をゆっくり
回します ( ポジション B)。
車両は前進し始めます。

◆ 段階を踏んでスロットルグリップ(1)を回
し、速度を上げてゆきます ( ポジション
B)、41 ぺージ ( 慣らし運転 ) 参照。

2 速に入れるには：

ギアチェンジは速やかに行なってくださ
い。
低すぎる回転数で走行しないでください。

◆ スロットルグリップ (1)を放し (ポジショ
ン A)、クラッチレバー (2) を入れ、ギア
チェンジレバー (3) を引きます。 クラッ
チレバー (2) を放してから加速します。

◆ ３速、4 速、5 速へとギアチェンジする場
合も、前記 2 項目の操作を繰り返してく
ださい。

ミキサーオイルリザーブランプ“ ”が
点灯した場合、ミキサーオイルはリザーブ
に入った事を示します。直ちにミキサーオ
イルを補充して下さい、31 ぺージ ( ミキ
サーオイルタンク ) 参照。

「

「



上の障害物や路面状態の変化には最大
の注意を払ってください。
れた路面、鉄道のレール、マンホールの
、路上の塗装表示、工事現場の鉄板など
雨に濡れるとスリップしやすく危険で
。このような場所では急なハンドル操作
せず、また車体をなるべく傾けずに走行
てください。 

線変更や方向転換の際には早めにター
インジケーターで意志表示をし、急なハ
ドル操作や危険な運転を避けてくださ
。
線変更、方向転換した後は直ちにウイン
ーライトを消灯してください。

の車両を追い越したり、また、追い越さ
たりする間は、最大限の注意を払ってく
さい。 
雨時に大型車が作る水雲は、視界をさえ
り、急激な空気の移動にハンドルを取ら
る危険性があります。
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加速および減速を繰り返し行うと突然車
両のコントロールを失う危険があります。
ブレーキングを行う時は、両方のブレーキ
を均等に使用し、片方だけに負荷が掛から
ないようにして下さい。

フロントブレーキまたはリアブレーキの
みを使用すると、ブレーキカが減少し、ひ
とつのタイヤがブロックする可能性が高
まり、制御力を失う恐れかあります。

上り坂でブレーキを掛ける場合は、完全に
減速し、ブレーキのみで車両を停車するよ
うにしてください。
エンジンで車両を停車すると、クラッチが
過熱します。

極限での急ブレーキで転倒や横滑りする
ことを避けるために、カーブに入る前に減
速するか、回し速度を保ったままブレーキ
レバーを軽く握るか、または、軽く加速し
ます。

下り坂でブレーキを連続的に使うとブ
レーキパッドが過熱し、制動力が弱まりま
す。 下り坂では必ずエンジンブレーキを活
用し、フロントおよびリアブレーキは断続
的に併用してください。 
エンジンを止めた状態で傾斜を降りない
でください。

濡れた路面や滑りやすい条件ではゆっく
りと走行し、スリップや転倒の原因となる
急ハンドル、急ブレーキを避けてくださ
い。
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パーキング

転倒を防ぐ為、平面で安定した場所に駐車
してください。

車両を壁に立てかけたり、地面に寝かせた
りしないで下さい。

車両の高熱を発する部分が周囲の人々や
子供にとって危険にならないよう、十分に
注意して下さい。

エンジンが掛かった状態や、イグニッショ
ンスイッチにキーを残した状態で車両を
放置しないで下さい。

スタンドを使用している状態の車両にま
たがらないで下さい。

RS50-J.book  Page 41  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
慣らし運転

最初の 1000 km (621,37 mi) 走行後、定期
管理表、44 ページの“慣らし運転終了”の
項目の点検作業を行って下さい。

エンジンの慣らし運転 ( ランニングイン )
は､エンジンを長持ちさせ、正しい性能を
引き出すためにとても重要です。 エンジ
ン､サスペンション、ブレーキが効果的に
ランニングインできるように。可能であれ
ば､たくさんカーブや丘のある道を走よう
にしてください。

最初の 500 km (312 mi) 間は、以下に従っ
て下さい：

0-100 km (0-62 mi)
最初の 100 km (62 mi) を過ぎるまでは、ブ
レーキの掛け方に十分注意して、急ブレー
キや、長いブレーキングは行わないで下さ
い。これは、ブレーキディスクとパッドを
正しく馴染ませるために重要です。

0-300 km (0-187 mi)
この間、スロットルグリップを半分以上回
した状態を長く保たないで下さい。

300-500km (187-312 mi)
この間、スロットルグリップを 3/4 以上回
した状態を長く保たないで下さい。

停車

急ブレーキ、急停止、限界までのブレーキ
などはできるだけ避けてください。

◆ スロットルグリップ (1) ( ポジション A)
を放し、ブレーキを徐々にかけ、ギアを
完全にシフトダウンします、38 ぺージ
( 発進と走行 ) 参照。

スピードが落ちたら、車両を完全に停車し
ます。

◆ エンストを防止するためクラッチレ
バー (2) を引きます。

停車状態で：

◆ ギアチェンジレバーをニュートラルに
入れます ( 緑のランプ“ ”点灯 )。

◆ クラッチレバーを放します。
◆ 一時停止中は、フロントまたはリア、少
なくとも一方のブレーキをかけておき
ます。



難防止のために

ィスクロックする装置は使用しないで
ださい。 この注意が守られなかった場合
、ブレーキシステムを烈しく損傷した
、身体に重大な危害を与える、また場合
よっては死に至る事故を引き起こす危
があります。

グニッションスイッチにキーを挿し込
だままにしないでください。常にステア
ングロックをかけてください。 可能であ
ば、ガレージやガードマンのいる駐車場
利用しましょう。何らかの盗難防止装置
使用するようにしてください。 関係書類
手落ちがないか、また税金は納入済みか
認してください。 下の欄に必要事項を記
しておくと、盗難車が発見された場合の
持者確認に役立ちます。

：.................................

：.................................

所：...............................

................................................................

話番号：...........................

要： このマニュアルに記入された事
のおかげで盗難車の所有者が確認され
ケースがよくあります。
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◆ 車両を停車させます、41 ぺージ ( 停車 )
参照。

◆ エンジンストップスイッチ (1)を “ ” の
位置におきます。

◆ キー (2) をイグニッションスイッチ(3)の
“ ” の位置まで回します。 

◆ 車両をスタンドに配置します、側面参照
( スタンドの立て方 )。

重要： キーをイグニッションスイッチ
に入れたままにしておかないで下さい。

◆ 25 ぺージ ( ステアリングロック ) を参照
してステアリングをロックし、キーを抜
き取ります。

スタンドの立て方

◆ 左グリップ (4) およびパッセンジャーベ
ルト (5) を握ります。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 右足でサイドスタンドを完全に押し下げ
ます (6)。 

◆ スタンドが地面に着くまで車体を傾け
ます。

◆ ハンドルを左側いっぱいに切っておき
ます。

車体が安定している事を確認します。
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通常のメンテナンスはユーザーも行なう
事ができますが、中には特殊なツールや技
術的知識を必要とするものもあります。 

定期点検、アシスタンスサービス、技術的
アドバイスなどが必要な場合は、お気軽に
aprilia 社オフィシャルディーラーにご相
談ください。適切で迅速なサービスをお約
束します。

修理や定期管理作業の後は aprilia 社オ
フィシャルディーラーにてロードテスト
を行う事をお奨めします。

維持管理作業を行った後は､個人的に、“事
前チェック”を行ってください、35 ぺージ
( 走行前の点検 ) 参照。
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メンテナンス

火災の危険があります。

電気系構成要素には、燃料及びその他の引
火物を近づけないで下さい。

点検整備を始める前には必ずエンジンを
止め、キーをイグニッションスイッチから
抜いて、エンジンと排気系統が完全に冷え
るのを待ちます。できれば作業用スタンド
などを用い車体を持ち上げ、堅く水平な面
に置きます。

作業を開始する前に作業場の換気を確認
してください。 

火傷の危険がありますので、熱くなってい
るエンジンや排気系統に触れないよう充
分注意してください。 

車両の部品などを口に含まないでくださ
い。物質によっては、有害でとても危険で
す。

特に指示がない限り、パーツの取り付けは
取り外し作業の逆の手順で行なってくだ
さい。

メンテナンスの際はゴム手袋の着用をお
薦めします。



ドスクリュー – 点検

オイル – 点検

ブレーキシステム – 点検

0 km (3106 mi)、または 12ヶ月ごと

作業

換

掃

掃および調整

ールレバー - 潤滑

ールレバー - 調整

検

ベル - 点検

年ごとに交換

 - 交換

( 張力 ) - 点検

締め付け - 点検

( オイル ) - 点検

の締め付け - 点検

磨耗 ) - 点検

 点検

グ - 点検

検

ドスクリュー - 点検

オイル - 点検

ブレーキシステム - 点検
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定期管理表 

定期点検を適切に行う事により車両機能全てにおける性能の維
持および高性能を発揮する事が可能となります。 

apriliaは、このために必要な点検およびメンテナンス作業 (有
料 ) を提供します ( 次項参照 )。 機能に異常を感知された場合に
は、次回の点検時期を待たず、直ちに aprilia 社オフィシャル
ディーラーに連絡いただくことが完全な修理を可能にします。 

規定通りに点検作業が行われていない場合、保証対象から外れ
る場合があります。 保証対象および定期メンテナンスに関する
事項は保証書に記載されています。 

1000 km (621 mi)、または 2ヶ月ごと

作業

スパークプラグ - 点検

エアフィルター - 清掃

キャブレーター - 清掃および調整

冷却液 -  点検

ステアリング - 点検

ブレーキコントロールレバー - 潤滑

クラッチコントロールレバー - 調整

ブレーキパッド - 点検

ブレーキオイル - 2 年ごとに交換

ドライブチェーン - 点検

ドライブチェーン ( 張力 ) - 点検

ネジ類の締め付け - 点検

フロントフォーク ( オイル ) - 点検

バッテリー：電極の締め付け - 点検

タイヤ ( 空気圧 ) - 点検

ナットおよびヘッ

燃料パイプおよび

車両テストおよび

500

スパークプラグ - 交

エアフィルター - 清

キャブレーター - 清

冷却液 -  点検

ブレーキコントロ

クラッチコントロ

ブレーキパッド - 点

ブレーキオイルレ

ブレーキオイル - 2

ドライブチェーン

ドライブチェーン

ヘッドボルト類の

フロントフォーク

バッテリー：電極

タイヤ ( 状態および

タイヤ ( 空気圧 ) -

ホイールベアリン

ピストンリング - 点

ナットおよびヘッ

燃料パイプおよび

車両テストおよび
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m (9320 mi)、または 36ヶ月ごと

作業

よび調整

レバー - 潤滑

レバー - 調整

 - 点検

とに交換

) - 点検

付け - 点検

ル ) - 点検

バー - 点検

め付け - 点検

) - 点検

検

クリュー - 点検

ル - 点検

ーキシステム - 点検
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10000 km (6213 mi)、または 24ヶ月ごと

作業

スパークプラグ - 交換

エアフィルター - 清掃

キャブレーター - 清掃および調整

冷却液 -  交換

クーラー - 清掃

ステアリング - 点検

ブレーキコントロールレバー - 潤滑

クラッチコントロールレバー - 調整

ブレーキパッド - 点検

ブレーキホース - 点検

ブレーキオイル - 2 年ごとに交換

ドライブチェーン - 交換

ドライブチェーン ( 張力 ) - 点検

ネジ類の締め付け - 点検

ヘッドボルト類の締め付け - 点検

フロントフォーク ( オイル ) - 交換

リアショックアブソーバー - 点検

バッテリー：電極の締め付け - 点検

ヘッドランプ - 調整

タイヤ ( 状態および磨耗 ) - 点検

タイヤ ( 空気圧 ) - 点検

ホイールベアリング - 点検

シリンダーヘッド – ピストン - 清掃

ピストンリング - 交換

燃料パイプおよびオイル - 交換

車両テストおよびブレーキシステム - 点検

オイルフィルター - 交換

15000 k

スパークプラグ - 交換

エアフィルター - 清掃

キャブレーター - 清掃お

冷却液 -  点検

ブレーキコントロール

クラッチコントロール

ブレーキパッド - 点検

ブレーキオイルレベル

ブレーキオイル - 2 年ご

ドライブチェーン - 交換

ドライブチェーン ( 張力

ヘッドボルト類の締め

フロントフォーク ( オイ

リアショックアブソー

バッテリー：電極の締

タイヤ ( 状態および磨耗

タイヤ ( 空気圧 ) - 点検

ホイールベアリング - 点

ピストンリング - 点検

ナットおよびヘッドス

燃料パイプおよびオイ

車両テストおよびブレ



5534 mi)、または 60ヶ月ごと

作業

び調整

ー - 潤滑

ー - 調整

に交換

 - 点検

 - 点検

) - 点検

け - 点検

 - 点検

ュー - 点検

 点検

システム - 点検
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20000 km (12427 mi)、または 48ヶ月ごと

作業

スパークプラグ - 交換

エアフィルター - 清掃

キャブレーター - 清掃および調整

冷却液 -  交換

クーラー - 清掃

ステアリング - 点検

ブレーキコントロールレバー - 潤滑

クラッチコントロールレバー - 調整

ブレーキパッド - 点検

ブレーキホース - 点検

ブレーキオイル - 2 年ごとに交換

ドライブチェーン - 交換

ドライブチェーン ( 張力 ) - 点検

ネジ類の締め付け - 点検

ヘッドボルト類の締め付け - 点検

フロントフォーク ( オイル ) - 交換

リアショックアブソーバー - 点検

バッテリー：電極の締め付け - 点検

ヘッドランプ - 調整

タイヤ ( 状態および磨耗 ) - 点検

タイヤ ( 空気圧 ) - 点検

ホイールベアリング - 点検

ピストンリング - 交換

燃料パイプおよびオイル - 交換

車両テストおよびブレーキシステム - 点検

25000 km (1

スパークプラグ - 交換

エアフィルター - 清掃

キャブレーター - 清掃およ

冷却液 -  交換

ブレーキコントロールレバ

クラッチコントロールレバ

ブレーキパッド - 点検

ブレーキオイル - 2 年ごと

ドライブチェーン - 交換

ドライブチェーン ( 張力 )

ヘッドボルト類の締め付け

フロントフォーク ( オイル

バッテリー：電極の締め付

タイヤ ( 状態および磨耗 )

タイヤ ( 空気圧 ) - 点検

ホイールベアリング - 点検

ピストンリング - 点検

ナットおよびヘッドスクリ

燃料パイプおよびオイル -

車両テストおよびブレーキ
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フロントサポートスタンドの立て方 

◆ リアサポートスタンドに車両を配置し
ます 、48 ぺージ ( リアサポートスタ
ンドの立て方 ) 参照。

◆ スタンド (1) 上のフロントフォークの下
端部にある 2 つの穴 (2) に同時に 2 つの
端部を挿入します。

◆ スタンド (3) の前部に足を乗せます。
◆ スタンド (3) をしっかり下まで押し下げ
ます ( 図参照 )。

2

1

3
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車体識別データ

フレームナンバーおよびエンジンナン
バーをこのページに書き控えておくよう
お薦めします。

フレームナンバーはスペアパーツをオー
ダーする際に必要な場合があります。

重要： これらの識別番号を改ざんする
事は重い刑事処罰および行政処罰の対象
になります。特にフレームナンバーを改ざ
んした場合は車両保証の対象外になりま
す。

フレームナンバー

フレームナンバーは車両右側のステアリ
ングチューブ上に刻印されています。

フレームナンバー 

エンジンナンバー
( 指定されている国のみ )
エンジンナンバーは車両左側のクランク
ケース上部、チェーンスプロケットの近く
に刻印されています。

車両左側後部から見る事ができます。

エンジンナンバー 



タンド (4) の後部に足を乗せます。
タンド (4) をしっかり下まで押し下げ
す ( 図参照 )。
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リアサポートスタンドの立て方 

◆ つまみ (1) を緩めます。
◆ フォークサポート (2)を抜き取り、スタン
ドマウントから抜き取ります。

◆ サポートピン (3) を取り付けます。
◆ 前記の作業をスタンドの反対側にも
行って下さい。

２つのスイングアームのみを使用して、車
両を持ち上げてください。

◆ 車両後部からスタンドを挿入し、2 つの
サポートピン (3) がはまるように配置し
ます。

- 右側サポート：ブレーキキャリパーとスイ
ングアーム上のブレーキホースコネクター
間 ( ポジション A)

- 左側サポート：歯付きホイールとチェーン
間 ( ポジション B)

◆ サポートピン (3) をスイングアームに当
たるまで抜きます。

◆ 2 本のつまみ (1) を締め付けます。

重要： 誰かに手伝ってもらい、両輪を
地面に着けたまま車体を垂直に保持しま
す。

◆ ス
◆ ス
ま
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補給

必要な場合は補給します。

◆ 左側からフェアリングを取り外します、
53 ぺージ (サイドフェアリングの取り外
し ) 参照。

◆ 右側からフィラープラグ (4) をゆるめて
取り外します。 

◆ 少量のオイルを注入し、約 1 分待ち、オ
イルが均等にケース内に回るのを待ち
ます。

◆ 液面がネジ付き穴 (2) の下のラインに到
達しているかを右側から目視点検しま
す。

◆ ラインに達していない場合は、ネジ付き
穴 (2) から目視点検しながら、規定のレ
ベルに到達するまで少量ずつオイルを
補充します。

◆ 作業が終了したら、フィラープラグ (3)を
右側から締め付けます。

プラグはオイルが漏れないよう、しっかり
締め付けます。

ケースカバーのシール部分から漏れがな
いか、定期的に点検してください。

給油が足りないままや汚れたまま、不適当
なオイルで車両を運転しないでください。
部分的消耗を速め、取り返しの効かないダ
メージを起す原因となります。
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ギアオイルレベルの点検および補充

27 ぺージ ( ギアボックスオイル ), 43 ぺー
ジ ( メンテナンス ) を注意して読んでくだ
さい。

ギアオイルレベルを定期管理表、44 ページ
に従い点検します。

ブレーキ液の点検

重要： 車両を床が安定していて平らな
場所に停車します。

◆ エンジンを止め、最低 10分は冷めるのを
待ち、ケース内のオイルが排出され、オ
イルが冷えるのを待ちます。

◆ 右サイドフェアリングを取り外します、
53 ぺージ (サイドフェアリングの取り外
し ) 参照。

◆ 点検ネジ (1) をゆるめて取り外します。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 両輪を地面に着けたまま車体を垂直に
保ちます。

重要： これらの指示に従わないと、レ
ベルの測定を正確に行う事ができません。

◆ 右側からネジ (1) をゆるめて取り外しま
す。

◆ 液面がネジ付き穴 (2) の下のラインに到
達しているかを目視点検します。

届いている場合は：

◆ 点検ネジ (1) を締め付けます。
届いていない場合は：

◆ 補給します。

OIL
MINIM



入口のキャップ (3) を回して取り外し
す。
分間そのままにし、容器 (1)の中へエン
ンオイルを完全に排出させます。
レンプラグ (5) のマグネットに付着し
金属片を取り除きます。
レンプラグ (4)(5) を締め付けます。
口部(3)から適切な量のギアオイル、68
ージ ( テクニカルデータ ) を補充しま
、71 ぺージ ( 指定油脂類表 ) 参照。
ィラープラグ (3) を取り付けます。
ンジンを始動させ、36 ぺージ ( エンジ
の始動 ) 参照、約１分間アイドリング
保ち、オイルを回路内に循環させま
。
ルレベルを点検し、必要であれば補充
す、49 ぺージ ( ギアオイルレベルの点
よび補充 ) 参照。

グはオイルが漏れないよう、しっかり
付けます。
スカバーのシール部分から漏れがな
、定期的に点検してください。

が足りないままや汚れたまま、不適当
イルで車両を運転しないでください。
的消耗を速め、取り返しの効かないダ
ジを起す原因となります。
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ギアボックスオイルの交換

27 ぺージ ( ギアボックスオイル ), 43 ぺー
ジ (メンテナンス )をよく読んでください。

ギアオイルレベルを定期管理表、44 ページ
に従い点検します。

エアフィルターの交換

◆ エンジンを始動させ、36 ぺージ ( エンジ
ンの始動 ) 参照、数分間アイドリングを
保ち、オイルを回路内に循環させます。

重要： 車両を床が安定していて平らな
場所に停車します。

◆ エンジンを停止します。

エンジンが暖機している時、オイル温度は
とても高温ですので、以下の作業を行う際
にやけどをしないよう注意して下さい。

◆ 左サイドフェアリングを取り外します、
53 ぺージ (サイドフェアリングの取り外
し ) 参照。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

◆ 両輪を地面に着けたまま車体を垂直に
保持します。

◆ タンク内にある燃料を十分収められる
大きさの容器を用意しドレンプラグ
(5)(4) の位置に左側から置きます。

◆ 中央ケース (5) からドレンプラグをゆる
めて取り外します。

◆ ケースカバー (4) からドレンプラグをゆ
るめて取り外します。

◆ 注
ま

◆ 数
ジ

◆ ド
た

◆ ド
◆ 開
ぺ
す

◆ フ
◆ エ
ン
を
す

オイ
しま
検お

プラ
締め
ケー
いか

給油
なオ
部分
メー

OIL
MINIM
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◆ 車両を前に動かし、チェーンの垂直のた
わみを別の位置でも点検します。たわみ
は車輪がどの位置にあっても同等でな
ければなりません。

たわみが他の部分と違う場所がある場合
は、潰されているか詰まっているリンクが
ある事を示します。この場合は aprilia 社
オフィシャルディーラーに連絡して下さ
い。これらの危険を予防する為、チェーン
は頻繁に潤滑してください、52 ぺージ (
チェーンの清掃と潤滑 ) 参照。

たわみが一定であっても、25 ～ 30 mm 以
外である場合は、aprilia 社オフィシャル
ディーラーに依頼し、調整を行って下さ
い。
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ドライブチェーン

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

この車両には連続リンクタイプのチェー
ンが装備されています。

ゆるみすぎるとスプロケットからチェー
ンが外れ、事故を起こす原因になったり、
車両に損害を与えたりします。
あそびを定期的に点検し、必要であれば調
整を aprilia 社オフィシャルディーラーに
依頼してください。
チェーンの交換は aprilia 社オフィシャル
ディーラーにご依頼下さい、迅速かつ丁寧
に対応いたします。

メンテナンスを怠ると、チェーンの早期磨
耗およびスプロケットの損傷につながりま
す。
埃や泥などのハードな条件下で車両を使
用する場合は点検作業の頻度を増やして
下さい。

チェーン張力の点検

チェーン張力の点検は以下の手順で行
なってください：

◆ エンジンを停止します。
◆ スタンドに車両を配置します。
◆ ギアチェンジレバーをニュートラルに
します。

◆ チェーン下部のフロントおよびリアス
プロケット間の中間点の垂直のたわみ
が 25 ～ 30 mm であるかを点検します。

25÷30 mm25÷30 mm



イダーシートの取り外し

 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
下さい。

タンドに車両を配置します。
ー (1) をロック (2) に挿し込みます。
ー (1) 時計回りに回します。
イダーシート (3) を持ち上げて取り外
ます。

りつけには： 

ート後部のつめ (4) をテールガードに
し込みます。
ートを下げます。
ー(1) 反時計回りに回し、シートをロッ
します。

行前にはライダーシート (3) が確実に
ックされていることを確認してくださ
。
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チェーン、フロント / リアスプロケットの
磨耗点検

チェーン、フロント ・リアスプロケットに
以下の状況がないかを点検してください。

◆ ローラーの損傷
◆ ピンのゆるみ
◆ リンクの乾燥、錆び、つぶれ、圧痕
◆ 過度の磨耗
◆ 各スプロケットの歯の極端な摩耗、損傷

チェーンローラーが損傷している場合、ま
たはピンがゆるんでいる場合は、チェーン
ユニット内部 ( フロントおよびリアスプロ
ケット、チェーン ) を交換する必要があり
ます。

頻繁にチェーンの潤滑を行なってくださ
い。オイル切れ、錆びなどが見られる場合
は特に頻繁に実施してください。
また、潰れたり固着した部分は、スムーズ
に動くよう潤滑と修理が必要です。
修理が不可能な場合には aprilia 社オフィ
シャルディーラーにチェーンの交換をご
依頼ください。

◆ スイングアーム保護シューの磨耗を点
検します。

チェーンの清掃と潤滑

チェーンの潤滑、清掃、交換などの作業の
際は細心の注意が必要です。

チェーンの潤滑は 5000 km (3106.8 mi) 走
行ごと、また必要に応じてさらに頻繁に行
なってください。

チェーン用スプレーグリースまたは SAE
80W-90 オイルを使用して、チェーンを潤
滑します。

チェーンはウォータージェット、蒸気、発
火性の高い溶剤を使用して洗わないで下
さい。

ラ

43
で

◆ ス
◆ キ
◆ キ
◆ ラ
し

取

◆ シ
差

◆ シ
◆ キ
ク

走
ロ
い
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プラスチック製および塗装部品は傷を付
けないように丁寧に扱ってください。
配線ケーブルを引っ張らないよう注意し
てください。

◆ ターンインジケーターの 2 つの電極を切
り離します。

◆ サイドフェアリングを外します。

ロアタグの取り外し

◆ 両側から3本のネジ (11)をゆるめて外し
ます。

◆ ネジ（12）をゆるめて取り外します。
◆ ロアタグを取り外します。

1211
7

8

9 10
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パッセンジャーシートの取り外し

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

◆ つまみ (4) を緩めて外し、カラーとワッ
シャーを回収します。

◆ 上からパッセンジャーシート (5) をフッ
ク (6) から抜き取ります。

走行前にはシート (5) が確実にロックされ
ていることを確認してください。

サイドフェアリングの取り外し

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

◆ 記載されている作業は両方のサイド
フェアリングに共通の作業です。

火傷の危険がありますので、以下の作業は
エンジンおよびマフラーが常温に戻って
から行なってください。

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ 2 本のねじ (8) をゆるめて取り外します。
◆ ネジ（9）をゆるめて取り外します。
◆ 中央のネジ (10) を緩めて外し、カラーを
充填します。

◆ 中央ネジ (7) をゆるめて取り外します。
◆ 3 本の下部ネジ (11) をゆるめて取り外し
ます。

◆ 4 本のネジ (13) をゆるめて外します。
◆ フロントガードを取り外します。

5

6

4

13

13



ューエルコック (3) に注意して下さい。
イプ (4) を潰さないように気を付けて下
い。燃料が溢れ出す危険があります。 

り付け作業は、この章の作業を逆の順
行って下さい。
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燃料タンクの移動

27 ぺージ ( 燃料 ) および 43 ぺージ ( メン
テナンス ) をよく読んでください。

火災の危険があります。
マフラーとエンジンが完全に冷えるまで
待ってください。 燃料の蒸気は有害物質で
す。
作業を開始する前に作業場の換気を確認
してください。 
燃料の蒸気を吸い込まないよう注意して
ください。
作業場では煙草を吸ったり裸火を扱った
りしないでください。 

環境汚染を防ぐために、燃料を所定の場所
以外に放置しないで下さい。

◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

◆ ネジ (1)を緩めて外し、ワッシャーを回収
します。

◆ 2 本のネジ (2) をゆるめて外し、2 つのカ
ラーを回収します。

◆ タンクを持ち上げ、シートを支えにして
後部にずらします。

タンクを持ち上げる作業は丁寧に行って
下さい。
燃料パイプ (4) を無理に引っ張らないで下
さい。

フ
パ
さ

◆ 取
に
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パッドの磨耗点検

28 ぺージ ( ブレーキオイル - 注意事項 )、
28 ぺージ ( ディスクブレーキ )、43 ぺージ
( メンテナンス ) を注意して読んで下さい。

以下の説明は一つのブレーキ系統につい
てですが、前後輪ともに共通です。

定期管理表、44 ページを参照してブレーキ
パッドの磨耗点検を行います。 
ブレーキパッドの摩耗は使用状況、運転の
仕方、道路状態などによって変わります。

走行前には毎回、必ずブレーキパッドの摩
耗を点検してください。
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フロント / リアサスペンションの点検

フロントフォークオイルの交換は aprilia
社オフィシャルディーラーにご依頼下さ
い、迅速かつ丁寧に対応いたします。

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

フロントフォークオイルを定期管理表、44
ページを参照し、交換します。

5000 km (3106.8 mi) ごとに下記の点検作
業を行います。

◆ フロントブレーキレバーを引いた状態
で、繰り返しハンドルバーを押し下げて
フロントフォークを押し込みます。 
フォークがゆっくり滑らかに上下し、
フォークロッドにオイルが漏れていな
ければ正常です。

◆ 全ての部品の取り付けに緩みがないか、
フロントおよびリアサスペンションの
連結部が正常に機能しているか、確認し
てください。

機能が正常に働かない場合や、特殊技術者
のチェックが必要な場合は、aprilia 社オ
フィシャルディーラー に連絡してくださ
い。 



ドリングの調整

ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
さい。

ジンアイドリングに異変があるたび
節を行います。

作業を行うには；

ンジンの通常機能に適した温度にな
まで、数キロ走行してください、15
ージ ( 冷却液温度インジケーター  )
照。
アチェンジレバーをニュートラルに
れます ( 緑のランプ“ ”点灯 )。
コメーターでエンジンアイドリング
転数を点検します。
ドリング時の回転数は約 1600 ± 100
です。
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磨耗点検を手早く行うには：

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ ブレーキキャリパーとパッド間を以下
のようにして目視点検します：

- 前輪の場合はブレーキキャリパー(1)の下方
から前方へ向かって。

- 後輪の場合はブレーキキャリパー(2)の下方
から前方へ向かって。

磨耗部品が許容範囲を超えて磨耗してい
ると、パッドの金属部サポートとディスク
の接点から金属音を出すだけでなく、キャ
リパーから火花が出る結果となり、ブレー
キング力、安全性、ディスクの状態を保つ
事が出来なくなります。

◆ 磨耗部分の厚さが約 1mm になっている
場合は、それが片方だけであっても、両
方のパッドを交換して下さい。

- フロントパッド (3)
- リアパッド (4)

交換は aprilia 社オフィシャルディーラー
に連絡してください。
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パークプラグ

3 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
下さい。

期管理表、44 ページを参照してスパーク
ラグを清掃します。

れ以外にも定期的にスパークプラグを
り外して付着したカーボンなどを取り
き、必要な場合は交換してください。

パークプラグを取り扱うには :
左サイドフェアリングを取り外します、
53 ぺージ (サイドフェアリングの取り外
し ) 参照。

パークプラグの取り外しと清掃：

スパークプラグキャップ (1) を取り外し
ます。
汚れをスパークプラグからよく取り除
き､ツールキットにあるスパナーを利用
して､汚れが入らないように注意しなが
ら､スパークプラグを緩めて抜き取りま
す。
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清掃が必要な場合は：

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ プラスドライバーを穴に挿入し、キャブ
レーター上にある調整ネジ (1) を操作し
ます。

時計回りに回すと回転数は増します。

反時計回りに回すと回転数は減ります。

◆ 調節終了後、エンジンアイドリング
ｒｐｍ に変更がないか、スロットルグ
リップを回した後、自動的、スムーズに
元の位置に戻るかを確かめてください。

重要： 必要な場合は aprilia 社オフィ
シャルディーラーに連絡してください。 スロットルコントロールの調整

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

グリップ端部で測定したスロットルグ
リップの遊びは2 ～ 3 mmでなければなり
ません。

そうでない場合は次に従ってください：

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ 保護ラバー (3) を抜き取ります。
◆ ロックナット (4) を緩めます。
◆ 遊びが適切になるよう、アジャスター(5)
を回して調整します。

◆ 調整後、ロックナット (4) を締め、再度ス
ロットルグリップの遊びを点検します。

◆ 保護ラバー (3) を元どおりかぶせます。

遊びを調整した後は、ハンドルをどの角度
に回してもアイドリング回転数が常に一
定であること、また、スロットルグリップ
は手を離すとスムーズに定位置に戻るこ
とを確認してください。

ス

4
で

定
プ

そ
取
除

ス

◆

ス

◆

◆



テリーケーブルの極性を決して逆に
いでください。
テリーを接続/切り離す際は、イグニッ
ンスイッチが“ ”でなければなりま
。
テリーケーブルを接続するときは (+)
に、( － ) を後に接続します。
ブルを外すときは逆の順序で外しま

テリーを長期間使用しない時

を15日間以上使用していない場合は、
テリーを充電しなおす必要がありま
59 ぺージ ( バッテリーの充電 ) 参照。

ッテリーを外し、59 ぺージ ( バッテ
ーの取り外し ) 参照、涼しく、乾燥し
場所に保管します。 
冬期や長期間使用しない場合には、
テリーの劣化を防ぐため定期的に ( 毎
回程度 ) バッテリーの充電状態を点検
電してください。
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◆ 電極と中央の陶器部分にカーボンなど
の汚れがついてないかよく確認し､必要
の場合は､スパークプラグ専用クリー
ナーや鉄線､金属ブラシなどを使用して
きれいにします。

◆ エンジンに埃を入れないために､空気を
強く吹き付けて埃を取りはらいます。 
もし絶縁部にひび割れなどかある場合
は､電極が侵食したり､埃がたまったり
するので､交換が必要です。

◆ 電極間の距離を測ります。 
この距離は 0.5 mm でなければなりませ
ん。そうでない場合はアースの電極を
ゆっくり曲げて調整します。

◆ ワッシャーの状態も点検してください。
ワッシャーを取り付け、ネジ山をいため
ないよう注意深くスパークプラグを手
でねじ込んでください。

◆ ツールキットのレンチを使用して、ス
パークプラグを1/2回転回し、ワッシャー
を押し付けます。

スパークプラグ締め付けトルク :
20Nm（2kgm）

スパークプラグはしっかり締め付けられて
いないと、エンジンが過熱し、大きな損傷
を負う危険性があります。
必ず推奨スパークプラグのみを使用してく
ださい。 68 ぺージ ( テクニカルデータ ) 参
照。それ以外のスパークプラグではエンジ
ンの性能が損なわれたり寿命が短くなった
りします。

◆ スパークプラグにキャップをエンジン
の振動で外れたりしないようしっかり
かぶせます。

◆ 燃料タンクを元の位置に配置します。

バッテリー

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

この車両に搭載されているバッテリーは
メンテナンスフリータイプです。

バッテリーは爆発性ガスを生ずるので、火
花、タバコなど加熱物は遠ざけてくださ
い。

バッテリー充電中または使用中は、室内の
換気に注意して下さい。チャージ中に発生
するガスを吸い込まないよう注意して下
さい。

子供の手の届かない場所に保管してくだ
さい。

バッテリー液がこぼれる危険性があるの
で、車両をあまり傾けないで下さい。
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ッテリーの充電

8 ぺージ ( バッテリー) を注意して読んで
さい。

バッテリーを取り外します。
59 ぺージ ( バッテリーの取り外し ) 参
照。
バッテリーを充電器に接続します。
アンペア数が 1/10Aのチャージャーを使
用します。

電後もしばらくの間ガスが発生し続け
すので、バッテリーは充電器から取り外
た後 5 ～ 10 分程度待ってから取り付け
ください。

ッテリーの取り付け

8 ぺージ ( バッテリー) を注意して読んで
さい。

イグニッションスイッチが " " の位置
になっていることを確認します。
バッテリーを元の場所に戻します。

酸の蒸気を避け、電気システム、塗装部、
ム製部品などを腐食させないために、
ッテリー息継ぎパイプを必ず接続する。

プラスケーブル ( ＋ )、マイナスケーブル
(-) の順で再びバッテリーに取りつけま
す。
ターミナルおよび電極に中性グリース
またはワセリンを塗布します。
燃料タンクを元の位置に配置します、54
ぺージ ( 燃料タンクの移動 ) 参照。
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◆ 通常のバッテリーチャージャーを使用
して完全に充電します。59 ぺージ ( バッ
テリーの充電 ) 参照。

車両に搭載したままの場合は、バッテリー
ケーブルを電極から外してください。 

ターミナルおよび電極の点検と清掃

58 ぺージ ( バッテリー) を注意して読んで
下さい。

◆ 燃料タンクを持ち上げます、54 ぺージ (
燃料タンクの移動 ) 参照。

◆ バッテリーの電極およびケーブルター
ミナルの状態を点検します：

- 損傷などがなく良い状態であること ( ま
た、錆や付着物がないこと )。

- 中性グリースまたはワセリンで保護され
ていること。

清掃が必要な場合は：
◆ イグニッションスイッチが " " の位置
になっていることを確認します。

◆ ケーブルはマイナスケーブル (-)、プラス
ケーブル (+) の順でバッテリーから取り
外します。

◆ 金属製のブラシを使用して腐食部分を
全て取り除く。

◆ プラスケーブル ( ＋ )、マイナスケーブル
(-) の順で再びバッテリーに取りつけま
す。

◆ ターミナルおよび電極に中性グリース
またはワセリンを塗布します。

バッテリーの取り外し

58 ぺージ ( バッテリー) を注意して読んで
下さい。

◆ イグニッションスイッチが " " の位置
になっていることを確認します。

◆ 燃料タンクを持ち上げます、54 ぺージ
( 燃料タンクの移動 ) 参照。

◆ ケーブルはマイナスケーブル (-)、プラス
ケーブル (+) の順でバッテリーから取り
外します。

◆ バッテリーをマウントから取り外し、平
面で乾燥していて涼しい場所に保管し
ます。

取り出したバッテリーは安全で子供の手
の届かない場所に保管してください。
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ラーおよびエキゾーストサイレン
の清掃

ージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
さい。

管理表、44 ページを参照して、マフ
のパイプおよびエキゾーストサイレ
ーのパイプを清掃します。

メンテナンスは aprilia 社オフィシャ
ィーラーに依頼される事を推奨しま

的にマフラーの音を点検し、異常があ
合、マフラーに亀裂が入っている可能
あります。
場合 aprilia 社オフィシャルディー
に連絡し、点検および修理を行って下
。

ラーおよびエキゾーストサイレン
が搭載されていない車両の使用は法
禁じられています。
らの部品を規格外のものと交換する
禁じられています。

RS50-J.book  Page 60  Sunday, October 1, 2006  5:55 PM
60 取り扱い＋維持管理ブック RS 50

ヒューズの交換

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

欠陥のあるヒューズを修理して使わない
で下さい。
規格に合ったヒューズ以外は決して使わ
ないでください。
ショートした場合には電気系統に損傷を
与えるだけでなく火災の危険もあります。

重要： ヒューズかよく切れる場合は､
回路がショートしているか､オーバーヒー
トしている可能性があります。 この場合は
aprilia 社オフィシャルディーラーに相談
してください。

電気システムに異常がある、またはエンジ
ンの始動ができないなどの場合は､ヒュー
ズ (1) をチェックする必要があります。

エンジンオイルの点検は次の手順で行
なってください：

◆ 思いがけないショートを避けるため、イ
グニッションスイッチを“ ” の位置に
回します。

◆ 燃料タンクを移動させます、54 ぺージ (
燃料タンクの移動 ) 参照。

◆ ヒューズ (1)を抜き取り、フィラメントが
切れていないかを点検します。

◆ 可能であれば､交換する前にヒューズが
切れた原因を発見してください。

◆ 損傷したヒューズを付属のスペア (2)
ヒューズまたは同じアンペアのヒュー
ズと交換します。

重要： スペアヒューズ (2)を使用した場
合は､同じタイプの物を補充してくださ
い。

ヒューズの配置

7.5 A のヒューズ、バッテリーから：
別の電源供給ラインを持つランプシステ
ム以外の全ての電装系
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フロントブレーキコントロールレバー(4)上
のストップランプスイッチ
スイッチに泥などの汚れが溜まっていな
いかを点検します。ペグはスムーズに動
く状態でなければなりません。
ケーブルが正しく接続されているか確
認してください。
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サイドスタンドの点検

43 ぺージ ( メンテナンス ) および 61 ぺー
ジ ( スイッチ類の点検 ) をよく読んでくだ
さい。

転落や転倒の危険があります。
停車の状態から発進の状態に持っていく
ために車体を起こすとスタンドは自動的
に元の場所に戻ります。

サイドスタンド (1) はひっかかりなどがな
くスムーズに回らなければなりません。

以下の点検を行なってください：

◆ スプリング (2) に損傷、摩耗、錆び、劣化
などがないか点検します。

◆ スタンドを上げるときにスムーズであ
ることを確認します。必要であれば､接
続部分を潤滑してください。　71 ぺージ
( 指定油脂類表 ) 参照。

スイッチ類の点検 

43 ぺージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
で下さい。

この車両には次の 2つのスイッチが付いて
います：

- リアブレーキコントロールレバー(3)上のス
トップランプスイッチ

-

◆

◆



ージ ( メンテナンス ) を注意して読ん
さい。

を交換する前に、イグニッションス
チを“ ”にします。
、きれいな手袋をはめるか、きれいな
た布で電球を持つようにしてくださ

の過熱や破裂の原因となりますので、
を指紋などで汚さないでください。
を避けるために、電球を素手で触った
には、アルコールを使い指紋などの汚
ふき取ってください。

ケーブルを引っ張らないよう注意し
ださい。
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ヘッドランプ光軸の垂直調整

手早くかつ正確にヘッドランプ角度を確
認するには、車両を垂直な壁から 10m 離
れた場所に停車します。地面が平らである
ことを確認してください。 
ロービームを点け、車両にまたがり、ラン
プの角度が水平より少し下を向いている
状態 ( 車両高さの 90％程度 ) であるかを確
認します。

ヘッドランプ光軸の調整方法：

◆ ヘッドランプの下部から 8 mm のレンチ
を使用して調整ネジを操作します。

締め付ける ( 時計回りに回す ) と光軸は下
がります。

ゆるめる ( 反時計回りに回す ) と光軸は上
がります。

電球

43 ぺ
で下

電球
イッ
また
乾い
い。

電球
電球
損傷
場合
れを

配線
てく
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ヘッドランプフェアリングの右側後方か
らコネクターを取り外します。
ホルダー(3)を反時計回りに回して抜き取
ります。
ターンインジケーターランプ電球を抜き
取ります。

要： 電球をホルダーの所定の位置に
り付けます。

新品の同じタイプの物を正しく取り付け
ます。

ービーム電球

要： 取り付ける際の入れ間違いを避
るため、ホルダー
一つずつ取り出してください。

時に複数の電球を取り外す必要がある場
は、正しい配置をよく確認して下さい。
ヘッドランプフェアリングの左側後方か
らコネクターを取り外します。
ホルダーを反時計回りに回して抜き取
ります。
ターンインジケーターランプ電球を抜
き取ります。

要： 電球をホルダーの所定の位置に
り付けます。

新品の同じタイプの物を正しく取り付
けます。
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ヘッドランプ電球の交換

62 ぺージ (電球)を注意して読んで下さい。

◆ スタンドに車両を配置します。

重要： 電球を交換する前に、ヒューズ
を点検します、60 ぺージ ( ヒューズの交
換 ) 参照。

ヘッドランプには以下の電球が取り付け
られます。
◆ ハイビーム電球 (1)( 右側 )1 つ 
◆ パーキングランプ電球 (2)(下部 )1つ (指
定された国のみ )

◆ ロービーム電球 (3)( 左側 )1 つ
ハイビーム電球とロービーム電球は同じ
形です。
片方が損傷し、替えの電球がない場合は、
ハイ / ロービーム電球間で交換する事が出
来ます。
この作業はその後もそのまま使用するた
めのものではなく、新しい電球を入手する
までの応急処置です。

交換方法：
パーキングランプ電球 
( 指定された国のみ )

電球のホルダーを取り出す際に配線ケーブ
ルを引っ張らないよう注意してください。

◆ ヘッドランプフェアリングの下部から電
球ホルダー (1) をつかみ、マウントから取
り外します。

◆ パーキングランプ電球 (2) を抜き取り、同
じタイプの電球と交換します。

ハイビーム電球

重要： 取り付ける際の入れ間違いを避
けるため、ホルダーは一つずつ取り出して
ください。

同時に複数の電球を取り外す必要がある場
合は、正しい配置をよく確認して下さい。

◆

◆

◆

重
取

◆

ロ

重
け
は
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合
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◆

◆

重
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◆
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フロント / リアターンインジケーターラン
プ電球の交換

この車両のターンインジケーターには特
殊な電球を使用していますので、交換作業
は aprilia 社オフィシャルディーラーに依
頼する事をお勧めします。

テールランプ電球の交換

62 ぺージ (電球)を注意して読んで下さい。

重要： 電球を交換する前に、ヒューズ
の点検を行い、60 ぺージ ( ヒューズの交
換 ) 参照、ストップランプスイッチの機能
を点検します、61 ぺージ ( スイッチ類の点
検 ) 参照。

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ ライダーシートを取り外します、52 ぺー
ジ ( ライダーシートの取り外し ) 参照。

◆ パッセンジャーシートを取り外します、
53 ぺージ (パッセンジャーシートの取り
外し ) 参照。

◆ 電球 (1) を反時計回りに 1/4 回転させ、ホ
ルダー後方から抜き取ります。

重要： 取り付ける際は、電球について
いる2つのペグをホルダーにあるガイドに
はめ込み取り付けます。

◆ 新品の同じタイプの物を正しく取り付
けます。

1
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料を空にした後は、キャップを閉めま
。

ャブレーターを空にするには：

エンジンを始動させます、36 ぺージ ( エ
ンジンの始動 ) 参照。
燃料がなくなり、エンジンが止まるまで
数回加速します。

要な場合は aprilia 社オフィシャル
ィーラーに連絡してください。
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車両を輸送する前に、燃料タンクおよび
キャブレーターからオイルを完全に抜き取
り、乾燥させる必要があります。 

移動中、燃料、オイル、冷却液が車両から
漏れないように、垂直なポジションを保
ち、1 速にギアを入れた状態で、しっかり
固定されていなければなりません。

故障した場合は、危険ですので自分で車両
を引こうとせず、専門の業者を呼んで下さ
い。

燃料の抜き取り

27 ぺージ (燃料)を注意して読んで下さい。

火災の危険があります。
サイレンサーとエンジンが完全に冷える
まで待ってください。
燃料の蒸気は有害物質です。
作業を開始する前に作業場の換気を確認
してください。 
燃料の蒸気を吸い込まないよう注意して
ください。
作業場では煙草を吸ったり裸火を扱った
りしないでください。 

環境汚染を防ぐために、燃料を所定の場所
以外に放置しないで下さい。

◆ スタンドに車両を配置します。
◆ エンジンを停止し、冷めるまで待ちま
す。

◆ タンク内にある燃料を十分収められる
大きさの容器を用意し､車両の左側に置
きます。

◆ 燃料タンクのキャップを外します。
◆ 燃料を抜き取るには､手動ポンプかその
様な物を使用します｡

燃
す

キ

◆

◆

必
デ



日光下で洗車を行わないで下さい。洗
す前にシャンプーが乾いてしまい、塗
分に損傷を与える可能性があります。

のプラスチック部品の清掃には 40 ℃
える液体は使用しないで下さい。

部分に高圧ウォータージェット、エア
ット、蒸気ジェットなどを使用しない
さい：ホイールハブ、両ハンドル上の
トロールユニット、ベアリング、ブ
キシリンダー、計器とインジケー
、サイレンサー、書類 / ツールキット
トランク、イグニッションスイッチ /
アリングロック

、プラスチック部品にはアルコール、
リン、石油系溶剤を使用せず、水およ
性洗剤のみを使用して下さい。シート
清掃には溶剤または石油系洗剤 ( アセ
、トリクロロエチレン、テレビン油、
リン、希釈剤 ) は使用しないで下さい。
活性度が 5％以下の中性石鹸、脱脂洗
たはアルコールを使用してください。
が終わったら、シートをよく乾かして
さい。

トにワックスなどを塗ると滑って危
ので、使用しないでください。
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清掃

次のような特殊な地域や条件下で車両を使
用した場合は頻繁に清掃を行なってくださ
い：

◆ 環境汚染地域 ( 市街地、工場地区 )
◆ 塩分や湿気の多い環境 ( 海岸､熱くて湿気
の多い地方）

◆ 特別な環境・季節 ( 冬季は道路に塩や凍結
防止剤が撒かれた場合など )

◆ 車両に溜まった埃や車のタール､虫､鳥の
糞などをそのままにしておかないで下さ
い。

◆ 木の下に車両を駐車しないで下さい。季
節によっては､樹脂や実や葉など塗装部
分に損害を起す物が落ちてきます。

洗車後はブレーキシステムの摩擦面に残っ
た水分のせいでブレーキの効きが悪くなる
ことがあります。 事故防止のために早めに
ブレーキをかけるようにしてください。 何
度もブレーキを使用し、通常の状態に戻る
ようにしてください。

事前チェックを行って下さい、35 ぺージ (
走行前の点検 ) 参照。

塗装部分の汚れや泥を取り除くには､低圧
のウォータージェットを使用する必要があ
ります。汚れた部分をよく濡らし､水とシャ
ンプーを含んだ（水に対し 2 ～ 4％の割合
のシャンプー）スポンジで拭き取ります °
その後､よく水をかけ､水分をシャモア革で
拭き取ります。

エンジンの表面の掃除は､脱脂液、筆や布を
使用して行います。

シリコンワックスで磨き上げるときは、よ
く洗車 / 乾燥した後にしてください。

オパークカラーの塗装にペーストワック
スを使わないでください。

夏の
い流
装部

車体
を超

次の
ジェ
で下
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期間使用しなかった後は

カバーを取り、車両を清掃します、66
ぺージ ( 清掃 ) 参照。
バッテリーの充電状態を点検します、59
ぺージ ( バッテリーの充電 ) 参照、バッ
テリーを取りつけます、59 ぺージ ( バッ
テリーの取り付け ) 参照。
事前チェックを行って下さい、35 ぺージ
( 走行前の点検 ) 参照。

初の数キロはスピードを押さえて、渋滞
ない場所で走り、慣らしてください。
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長期間使用の予定がない場合は、トラブル
を避けるためにいくつかの注意が必要で
す。 
使用前にしなければならない点検を忘れ
てしまう可能性もありますので、車両を停
車する前に､必ず､修復や主要チェックを
行ってください。

次の作業を行なってください：

◆ スパークプラグを取り外し、シリンダー
に 2 ストロークエンジン用オイルを
5~10cm³ 程注ぎます。

◆ キーをイグニッションスイッチの“ ”
の位置まで回します。

◆ イグニッションスイッチ (2)を“ ”にし、
オイルがシリンダー表面によく行き渡
るよう、エンジンスターターボタン“ ”
(3) を数秒間押します。スパークプラグ
を取りつけます。

◆ バッテリーを取り外します、59 ぺージ
( バッテリーの取り外し )、58 ぺージ
( バッテリーを長期間使用しない時 )
参照。

◆ 車両を洗車して乾かします、66 ぺージ
( 清掃 ) 参照。

◆ 塗装面をワックスで磨きます。
◆ タイヤに空気を入れます、33 ぺージ ( タ
イヤ ) 参照。

◆ 規定の台を使用して、車両の両輪が浮く
ように配置します。

◆ 直射日光が当たらず、涼しく乾燥してい
て、温度変化の少ない場所に車両を保管
してください。

◆ 車体にカバーをかけてください。プラス
チックや防水性の材質の物は避けてく
ださい。

長

◆

◆

◆

最
の
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テクニカルデータ

寸法 全長 ( 最長 ) ............................................................ 2005 mm

全長
( 最長、リアマッドガードを付けた場合 ) ...........

1985 mm

全幅......................................................................... 720 mm

全高 ( フェアリング込み )....................................... 1200 mm

シート高 ................................................................. 848 mm

ホイールベース ( 軸距 ) .......................................... 1302 mm

最低地上高 .............................................................. 170 mm

車両重量 ................................................................. 112 Kg

エンジン 種類......................................................................... 内側が炭化ケイ素およびニッケ
ローク、モノシリンダー

サイクル ................................................................. 2 ストローク

総排気量 ................................................................. 49 cm 3

ボア／ストローク ................................................... 39.88 mm x 40 mm

圧縮比 ..................................................................... 11.5 : 1

エンジンの始動....................................................... 電動式

アイドリング回転数 ............................................... 1600 ± 100 rpm
クラッチ ................................................................. 湿式多板、ハンドル左側にコン

冷却方式 ................................................................. 水冷式

容量 燃料 ( 補助も含む ).................................................. 13 b
リザーブ燃料 .......................................................... 2.0 リットル ( メカニカルリザ

ギアボックスオイル ............................................... 650  cm 3

冷却液 ..................................................................... 1.0 リットル (50% 水溶液 + 50
ミキサーオイル ( リザーブ含む ) ............................ 1.5 リットル

ミキサーオイルリザーブ ........................................ 0.5 リットル

フロントフォークオイル ........................................ 285 cm 3 ( シャフトごと )
座席数 ..................................................................... 座席 1 ( パッセンジャー同乗可

最大積載量 ( 運転手 + 荷物 )................................... 105 Kg

( 運転手 + パッセンジャー + 荷物 ) ........................ 180 Kg ( パッセンジャー同乗可
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アチェンジペダルによる切替え

DELLORTO PHVA-17.5

95 (N.O.R.M.) 及び85(N.O.M.M.)の無鉛ガソリン

 

式トランスミッション

式トランスミッション
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ギア 種類........................................................................ 6 段変速、エンジン左側のギ

変速........................................................................ 6

フォークセレクター、アウターセレクターで制御され
ているタイミングドラム

変速比

比率
1 速 11 / 34 = 1: 3.091
2 速 15 / 30 = 1: 2.000
3 速 18 / 27 = 1: 1.500
4 速 20 / 24 = 1: 1.200
5 速 22 / 23 = 1: 1.045
6 速 23 / 22 = 1: 0.956
２次減速機構 ......................................................... チェーン

比率........................................................................ 14/53

キャブレーター 個数........................................................................ 1 

モデル .................................................................... マニュアルスターター付き

補給 燃料........................................................................ DIN 51 607最低オクタン価

フレーム 種類........................................................................ Delta Box

ステアリングアングル ........................................... 25.06°

トレール................................................................. 95.62 mm

サスペンション フロント................................................................. 伸縮可水圧式フォーク

ホイールトラベル .................................................. 112 mm

リア........................................................................ 油圧シングルアブソーバー

ホイールトラベル .................................................. 112 mm

ブレーキ フロント................................................................. ディスク - Ø 300 mm- 水圧

リア........................................................................ ディスク - Ø 180 mm- 水圧

ホイールリム 種類........................................................................ 軽合金

フロント................................................................. 2.75x 17”
リア........................................................................ 3.50x 17”
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タイヤ フロント ................................................................. 100/80 17” 
- 運転手のみの時の空気圧 .....................................
- パッセンジャーを乗せる時の空気圧 (*)..................

170 kPa (1.7 bar)
180 ± 10 kPa (1.8 ± 0.1 bar)

リア ........................................................................ 130/70 17” 
- 運転手のみの時の空気圧 .....................................
- パッセンジャーを乗せる時の空気圧 (*)..................

190 kPa (1.9 bar)
210 ± 10 kPa (2.1 ± 0.1 bar) 

イグニッション 種類 ........................................................................ CDI

進角点火方式.......................................................... 20° ± 1° ( 上死点前 )

スパークプラグ スタンダード.......................................................... NGK BR9ES

あるいは ................................................................. Champion RNC3

電極間距離 ............................................................. 0.5 mm

エレクトリ
カルシステム

バッテリー ............................................................. 12 V - 4 Ah MF

電動式 ヒューズ ................................................................. 7.5 A

ジェネレーター ..................................................... 12 V - 85 W

電球 ロービーム ............................................................ 12 V - H8 

ハイビーム ............................................................ 12 V - H8 

パーキングランプ ( 指定された国のみ )................. 12V - 5W

ターンインジケーター ........................................... マイクロランプ

リアパーキングランプ /
ナンバープレートランプ / ストップランプ............ 12 V - 5 / 21 W

タコメーター照明 .................................................. 12 V - Led

ランプ ニュートラルギア .................................................. 12 V - 1.7 W

ターンインジケーター ........................................... 12 V - 1.7 W

ハイビーム ............................................................. 12 V - 1.7 W

(*) ( パッセンジャー同乗可能な国では )
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ルを使用する場合は差し支えありません。

品質のメーカー品オイルを使用する場合は

5W または  FORK 10W を使用する

作業温度範囲が -30°C…+140°C、滴点

オイルを混ぜないでください。

使用して下さい。
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ギアオイル ( 推奨 )：  GEAR SYNTH 75W-90
上記推奨品以外でも、API GL4 - API GL5 規格と同等またはそれ以上の品質のメーカー品オイ

ミキサーオイル ( 推奨 )：  SPEED 2T

上記推奨品以外でも、API TC 規格、JASO FC 規格、ISO L/EGD 規格同等またはそれ以上の
差し支えありません。

フォークオイル ( 推奨 ):  FORK 7,5W

フォークの反応の硬度を増すまたは減らす為には、その他にフォークオイル  FORK 
ことができます。

ベアリングおよびその他の潤滑油 ( 推奨 ):  GR MU 3
推奨品以外のものを使用する場合は、ベアリング用のハイクォリティーグリースを使用し、
が 150°C…230°C、腐食防止率が高く、水と酸化に強い物を選びます。

バッテリー電極保護用：ワセリンまたは中性グリース

チェーン用スプレーグリース ( 推奨 ):  CHAIN LUBE SPRAY

ブレーキオイルは必ず新しいものを使用して ください。 メーカーの違うオイルや規格の違う

不凍液および防食剤は亜硝酸塩を含まないもので、少なくとも -35 ℃までは機能するものを

エンジン冷却液 ( 推奨 ):  ANTIFREEZE PLUS
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正規ディーラーおよびサービスセンター

Aprilia サービスレベル保証

当 々の研修や技術者育成システムにより、全ての aprilia 製品のメンテナンス / 修理など、お客様のニーズにお答えできる技術
者 ております。

車 頼性は機能コンディションに基づくもので、 事前チェックやアプリリアオリジナルパーツを使用しての定期的チェックはお
客 全なライディングを楽しんで頂くための基本となります。

お わせは、お近くの aprilia 正規ディーラー／サービスセンター、またはイエローページ、aprilia 社オフィシャルサイトへ：

www.aprilia.com

a リジナルパーツは部品すべての品質・機能チェックが車両の企画段階から保証されています。 apriliaオリジナルパーツを使
用 部品交換では、部品すべての品質・機能チェックが保証されています。

こ を選んで頂いたお客様に Piaggio & C. S.p.A. は心からの感謝を申し上げます。

- を防ぐため、オイル、燃料、その他の有害物を無断に放置しないでください。
- 外はエンジンを消す事を心がけてください。
- 惑となる騒音は避けるようにしましょう。
- 保護を心がけましょう。
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